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賛成10 反対 3

決
可

過去５年間の決算状況

※端数処理により合計数値等が異なる場合
　があります。

※端数処理により合計数値等が異なる場合
　があります。

9月定例会

2億7,777万円

2億6,606万円

5億3,668万円
その他（各種交付金・地方譲与税等）5.3％

31億2,952万円
町税 31.0％

6億2,602万円
繰入金・繰越金 6.2％

諸収入 2.8％

分担金及び負担金・使用料及び
手数料財産収入・寄付金 2.7％

23億0,590万円
地方交付税 22.9％

13億9,430万円
町債 13.8％

15億4,361万円
国・県支出金 15.3％

歳入総額

歳出総額

100億7,986万円

9,584万円

1,474万円

177万円

1億8,772万円

1億5,821万円
議会費 1.0％

災害復旧費 0.2％

労働費

29億6,896万円
民生費 30.8％

10億6,901万円
土木費 11.1％

8億1,764万円
公債費 8.5％

農林水産業費 1.9％

13億6,469万円
総務費 14.1％

商工費 1.6％

4億5,148万円
消防費 4.7％

5億7,294万円
衛生費 5.9％

2億2,832万円
諸支出金 2.4％

17億2,203万円
教育費 17.8％

96億5,335万円

 
 

平成30年度 一般会計決算認定平成30年度 一般会計決算認定

自
主
財
源
42.7
％

自
主
財
源
42.7
％

依
存
財
源
57.3
％

依
存
財
源
57.3
％

　

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
書
お
よ
び
付
属
書
類
は
、
い
ず
れ
も
関
係
法

令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
計
数
も
正
確
で
あ
る
。
ま
た
、
決

算
書
の
内
容
、
予
算
の
執
行
状
況
も
適
正
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。

愛
荘
町
監
査
委
員　
　

山
本　

憲
宏

　
　
　
　

同　
　
　
　
　

河
村　

善
一

　

平
成
30
年
度
決
算
審
査
に
関
し
、
次
の
３
項
目
に
つ
い
て
監
査
委
員

の
意
見
と
す
る
。

１
．
防
災
対
策
に
つ
い
て

　

近
年
大
雪
や
台
風
の
巨
大
化
、
熱
中
症
な
ど
、
自
然
環
境
が
以
前
と

比
べ
が
ら
り
と
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
防
災
も
一
時
的
な
対
応
で
は
な

く
、
継
続
的
な
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
点
、
昨
年
の

台
風
21
号
に
対
す
る
町
を
あ
げ
て
の
対
策
は
適
切
な
対
応
で
あ
っ
た
。

２
．
継
続
的
な
政
策
に
つ
い
て

　

継
続
的
に
行
わ
れ
て
き
た
施
策
に
お
い
て
急
に
方
向
転
換
す
る
の
で

は
な
く
、
現
施
策
の
検
討
を
行
い
、
時
代
施
策
や
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ

て
い
る
も
の
は
、
町
民
に
認
知
し
て
も
ら
い
廃
止
や
方
向
転
換
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
の
点
で
検
討
委
員
会
を
設
け
、
今
ま
で

の
施
策
に
つ
い
て
町
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
十
分
検
討
さ
れ
て
い
る
点

は
、
適
正
な
対
応
で
あ
る
と
考
え
る
。

３
．
適
切
な
職
員
の
育
成
指
導
に
つ
い
て

　

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
適
切
な
職
員
配
置
は
、
組
織
の
効
率
的
な
運
営

に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
上
席
者
が
職
員
の
状
況
を

チ
ェ
ッ
ク
・
指
摘
し
て
い
く
こ
と
が
健
全
な
組
織
の
運
用
と
い
う
点
か

ら
も
必
要
で
あ
る
。
必
要
効
率
的
な
人
員
配
置
の
も
と
、
上
席
者
に
よ

る
職
員
の
チ
ェ
ッ
ク
・
指
摘
と
と
も
に
、
さ
ら
に
全
職
員
の
「
報
告
」

「
連
絡
」「
相
談
」
の
徹
底
を
求
め
る
。

監
査
委
員
の
審
査
報
告
・
意
見

　平成 30 年度一般会計における決算は、歳入が 100 億 7,986 万円、歳出が 96 億 5,335 万円で、歳
入決算額から歳出決算額を差し引いた歳入歳出差引額（形式収支）は 4億 2,651 万円の黒字となった。
　また、形式収支から翌年度へ繰越すべき財源を差し引いた実質収支は、3億 7,431 万円となった。

（※端数等の関係で、1万円単位の誤差が生じています。）
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民
生
部
門

総
務
部
門

消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い

て
の
具
体
的
取
り
組
み
は
。 

（
徳
田　

文
治
議
員
）

︵
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
︶

　
消
防
団
員
の
確
保
は
︑
喫
緊
の

課
題
と
し
て
問
題
視
し
て
い
る
︒

今
年
度
︑
消
防
団
員
と
団
員
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
︑

議
論
を
お
こ
な
っ
て
い
る
︒

指
定
管
理
者
選
定
審
査
委

員
会
の
議
論
内
容
と
見
直

し
を
含
め
た
考
え
方
を
聞
く
。 

（
徳
田　

文
治
議
員
）

︵
総
務
担
当
政
策
監
︶

　
今
年
度
か
ら
は
︑
外
部
委
員
だ

け
で
審
査
を
行
う
よ
う
検
討
し
て

い
る
︒
審
査
結
果
の
公
表
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
る
︒

地
域
お
こ
し
協
力
隊
起
業

支
援
補
助
金
の
取
り
組
み

と
成
果
は
。 （
瀧　

す
み
江
議
員
）

︵
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
長
︶

　
秦
荘
の
や
ま
い
も
振
興
を
目
的

に
活
動
し
て
い
る
隊
員
を
対
象
と

し
た
も
の
で
︑作
付
面
積
の
拡
大
︑

収
穫
し
た
30
キ
ロ
の
一
部
を
出
荷

し
︑
や
ま
い
も
振
興
に
寄
与
し
て

い
る
︒

税
の
滞
納
処
分
強
化
に

よ
っ
て
、
基
本
的
人
権
は

尊
重
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

（
瀧　

す
み
江
議
員
）

︵
税
務
課
長
︶

　
納
税
者
の
生
活
に
配
慮
し
て
い

る
︒

部
落
解
放
・
人
権
政
策
確

立
要
求
愛
知
郡
実
行
委
員

会
負
担
金
に
つ
い
て
、
何
を
目
指

し
て
い
る
活
動
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

（
瀧　

す
み
江
議
員
）

︵
人
権
政
策
課
長
︶

　
県
内
外
の
研
修
︑
運
動
の
場
で

活
動
に
参
加
し
な
が
ら
︑
人
権
救

済
制
度
の
確
立
に
向
け
て
運
動

す
る
と
共
に
︑
強
く
要
求
し
て
い

く
︒

自
治
会
活
動
保
険
の
地
元

負
担
を
、
保
険
料
の
半
額

に
引
き
下
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
30
年
度
保
険
支
払
い
の

実
績
は
、
何
自
治
会
で
何
件
、
保

険
収
入
が
あ
っ
た
の
か
。 

（
村
西　

作
雄
議
員
）

︵
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
長
︶

　
保
険
料
は
︑
毎
年
度
入
札
に
よ

り
変
動
し
て
い
る
︒
今
後
の
保
険

料
の
変
動
を
見
て
い
く
中
で
検
討

し
て
い
く
︒
実
績
は
︑
３
自
治
会

で
６
件
︵
賠
償
３
件
・
傷
害
３
件

で
１
８
︐
０
０
０
円
︶
で
あ
る
︒

税
の
滞
納
繰
越
分
の
調
定

額
は
、
前
年
度
未
収
額
と

な
っ
て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
。 

（
西
澤　

桂
一
議
員
）

︵
税
務
課
長
︶

　
約
１
年
間
の
間
に
更
正
申
告
等

に
よ
り
当
初
調
定
額
と
決
算
の
調

定
額
に
齟
齬
が
生
じ
た
も
の
で
あ

る
︒

職
員
互
助
会
補
助
金
見
直

し
の
検
討
結
果
は
ど
う
か
。 

（
西
澤　

桂
一
議
員
）

︵
経
営
戦
略
課
長
︶

　
30
年
度
は
︑
会
員
１
人
当
た
り

８
︐０
０
０
円
で
︑今
年
度
は
６
︐０

０
０
円
に
減
額
し
た
︒

①
指
定
管
理
の
総
額
は
。

②
指
定
管
理
選
定
評
価
委

員
会
の
検
証
結
果
、
施
設
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
関
す
る
評
価
に
つ
い

て
、
い
つ
を
目
途
に
結
論
を
出
す

の
か
。       

（
西
澤　

桂
一
議
員
）

︵
総
務
担
当
政
策
監
︶

①
16
施
設
で
２
億
１
︐９
０
０
万

円
で
あ
る
︒

②
審
査
委
員
会
に
つ
い
て
は
︑
今

年
度
外
部
委
員
の
み
で
構
成
す
る

委
員
会
で
検
討
を
進
め
て
お
り
︑

今
年
度
中
に
評
価
の
公
表
を
行
う
︒

①
ゆ
め
ま
ち
テ
ラ
ス
え
ち

の
１
日
も
早
い
オ
ー
プ
ン

の
考
え
は
。

②
東
部
防
災
セ
ン
タ
ー
の
設
計
費

が
、
今
年
度
予
算
に
反
映
さ
れ
て

い
な
い
の
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え

方
か
。　
　
（
外
川　

善
正
議
員
）

︵
町
長
︶

①
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
︑
多
く
の
住
民
に
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
︒

②
工
事
費
の
高
騰
に
よ
り
︑
検
討

の
う
え
︑
予
算
化
を
見
送
っ
た
︒

財
政
の
硬
直
化
を
見
る
と

き
、
経
常
収
支
比
率
だ
け

を
み
る
の
か
。 （
辰
己　

保
議
員
）

︵
総
務
担
当
政
策
監
︶

　
財
政
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に

よ
り
４
指
標
が
用
い
ら
れ
る
︒

ゆ
め
ま
ち
テ
ラ
ス
が
町
の

顔
に
な
る
べ
き
施
設
づ
く

り
の
考
え
方
を
問
う
。 

（
辰
己　

保
議
員
）

︵
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
長
︶

　
中
間
報
告
で
今
あ
る
も
の
を
最

大
限
に
活
か
す
と
い
う
基
本
理
念

を
示
さ
れ
︑
町
に
あ
る
伝
統
工
芸

品
を
活
か
す
こ
と
が
重
要
で
あ

る
︒
町
の
顔
と
し
て
施
設
を
活
用

し
︑
町
民
の
誇
り
と
な
る
も
の
を

軸
と
し
て
進
め
た
い
︒

公
共
交
通
の
維
持
は
、
高

齢
者
に
は
深
刻
な
問
題
で

あ
り
、
町
の
負
担
な
し
で
は
町
民

の
不
便
を
解
消
で
き
な
い
。
高
齢

者
の
免
許
返
納
に
つ
い
て
、
ど
う

応
え
て
い
く
の
か
。 

（
辰
己　

保
議
員
）

︵
企
画
担
当
政
策
監
︶

　
免
許
証
の
返
納
は
年
々
増
加
し

て
い
る
︒
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム

の
検
討
の
場
合
︑
既
存
の
公
共
交

通
と
の
区
別
化
︑
実
施
主
体
︑
財

政
負
担
等
を
総
合
的
に
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
︒

待
機
児
童
対
策
は
、
保
育

士
の
確
保
と
養
成
が
必
要

と
考
え
る
が
、
保
育
協
議
会
の
取

組
み
に
つ
い
て
尋
ね
る
。 

（
徳
田　

文
治
議
員
）

︵
子
ど
も
支
援
課
長
︶

　
保
育
協
議
会
で
は
︑
問
題
の
課

題
解
決
や
保
育
の
実
施
内
容
に
つ

て
研
鑽
を
積
み
︑
質
の
向
上
に
努

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
︒

小
さ
な
拠
点
に
お
け
る

リ
ー
ダ
ー
育
成
業
務
委
託

の
具
体
的
取
り
組
み
と
成
果
・
課

題
に
つ
い
て
聞
く
。 

（
瀧　

す
み
江
議
員
）

︵
福
祉
課
長
︶

　
自
治
会
対
象
と
し
て
︑サ
ロ
ン
・

居
場
所
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
た

だ
く
場
合
︑
初
年
度
15
万
円
の
補

助
を
し
て
い
る
︒

　
平
成
30
年
度
は
︑
元
持
・
沓
掛
・

栗
田
の
３
自
治
会
が
取
組
ま
れ
た
︒

　
課
題
は
︑
同
じ
方
の
利
用
︑
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
高
齢
化
で
あ
る
︒

学
童
保
育
所
の
指
導
員
確

保
と
現
在
は
ど
の
よ
う
な

状
況
か
。    

（
瀧　

す
み
江
議
員
）

︵
子
ど
も
支
援
課
長
︶

　
現
在
は
︑
パ
ー
ト
の
支
援
員
︑

補
助
員
で
運
営
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
状
況
で
あ
る
︒
今
後
の
運
営

の
中
で
︑
常
勤
で
正
規
の
雇
用
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
︒

そ
ご

秦荘やまいも

小さな拠点における活動風景

ー 予算・決算特別委員会 ー ＊抜粋・要約

平成30年度一般会計決算
とことんチェック!

平成30年度一般会計決算
とことんチェック!

　平成 30年度一般会計決算は、9月 6日に上程され予算・決算特別委員会に付託された。それぞれ、総務・
産業建設・民生・教育の分野ごとの小委員会により詳細な説明・質疑行い、18 日に決算特別委員会を開催
し全体の総括質疑を行った。また、24日の本会議で委員会の審査結果報告を受け採決を行った。
　予算・決算特別委員会（委員長　伊谷　正昭）における主な質疑は次のとおり。
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全
体
総
括

産
業
建
設
部
門

教
育
部
門

工
場
等
設
置
促
進
事
業
は

重
点
事
業
と
し
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
専

属
の
課
、
専
属
の
担
当
者
を
置
か

な
い
と
難
し
い
。町
長
の
見
解
は
。 

（
西
澤　

桂
一
議
員
）

︵
町
長
︶

　
工
場
等
の
誘
致
は
非
常
に
重
要

な
事
業
と
認
識
し
て
い
る
︒今
後
︑

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
構
想
の
中
で

議
論
を
し
て
決
め
て
い
く
︒
各
セ

ク
シ
ョ
ン
で
も
み
な
が
ら
︑
ど
こ

に
民
間
の
土
地
が
あ
る
の
か
も
う

少
し
精
査
し
て
い
き
た
い
︒

農
業
振
興
計
画
が
平
成
29

年
度
策
定
さ
れ
て
お
り
、

新
た
な
農
業
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と

あ
る
が
、
今
後
農
業
が
ど
の
よ
う

な
分
野
に
踏
み
出
す
べ
き
と
考
え

る
か
。
30
年
度
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
さ
れ
た
の
か
。 

（
西
澤　

桂
一
議
員
）

︵
農
林
商
工
課
長
︶

　
集
落
営
農
条
件
整
備
や
担
い
手

確
保
・
経
営
強
化
支
援
等
に
取
り

組
ん
だ
︒
ま
た
︑
６
次
産
業
へ
の

取
り
組
み
は
︑
や
ま
い
も
ジ
ェ

ラ
ー
ト
を
売
り
出
し
た
︒

担
い
手
確
保
・
経
営
強
化

支
援
事
業
補
助
金
は
、
担

い
手
確
保
に
ど
の
よ
う
に
つ
な

が
っ
た
の
か
。取
り
組
み
内
容
は
。 

（
瀧　

す
み
江
議
員
）

︵
農
林
商
工
課
長
補
佐
︶

　
主
に
機
械
施
設
補
助
と
し
て
国

の
施
策
に
基
づ
い
た
支
援
を
農
業

者
へ
直
接
行
う
︒
経
営
自
体
を
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
農
地
の
確
保
︑
経
営
の
指
標
の

向
上
を
達
成
す
る
目
標
を
掲
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

　
町
と
し
て
農
業
者
に
寄
り
添
っ

た
対
応
を
し
て
い
る
︒

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
配
置
の
成
果
と
課

題
を
問
う
。 （
徳
田　

文
治
議
員
）

︵
教
育
長
︶

　
配
置
に
よ
り
教
員
が
子
ど
も
に

向
き
合
え
る
時
間
が
確
保
で
き
る
︒

中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
使

用
料
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
協
会
会
員
の
利
用
が
大
半
だ

と
思
う
が
、
介
護
予
防
か
ら
介
護

関
係
課
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。 （
村
田　

定
議
員
）

︵
生
涯
学
習
課
長
︶

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
と
福

祉
が
連
携
し
て
い
く
こ
と
は
必
要

で
あ
る
︒①

小
学
校
の
通
学
路
の
安

全
・
改
善
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
か
。

②
就
学
援
助
家
庭
の
状
況
・
傾
向

を
把
握
し
て
い
る
か
。

（
瀧　

す
み
江
議
員
）

︵
教
育
次
長
︶

①
夏
休
み
を
中
心
に
Ｐ
Ｔ
Ａ・
学

校
で
確
認
し
︑
道
路
管
理
者
等
と

協
議
し
た
︒
10
月
に
は
２
日
間
︑

道
路
管
理
者・公
安
等
と
確
認
す
る
︒

②
個
別
ケ
ー
ス
会
議
で
確
認
し
て

い
る
︒

依
智
秦
氏
の
里
古
墳
公
園

と
目
賀
田
城
跡
公
園
指
定

管
理
料
の
算
定
基
準
は
何
か
。
ま

た
、
管
理
補
助
金
の
基
準
は
。 

（
辰
己　

保
議
員
）

︵
歴
史
文
化
博
物
館
課
長
補
佐
︶

　
敷
地
の
平
米
数
・
植
栽
の
樹
木

の
本
数
・
種
類
等
管
理
業
務
内
容

か
ら
算
定
し
て
い
る
︒

　
補
助
金
に
つ
い
て
は
︑国
指
定
・

県
指
定
・
町
指
定
に
分
か
れ
て
い

る
︒

自
尊
感
情
・
学
び
の
礎
育

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
充
当

の
意
図
は
。    

（
辰
己　

保
議
員
）

︵
教
育
次
長
︶

　
愛
知
中
学
校
地
域
を
重
点
地
域

と
し
て
︑
子
ど
も
の
生
活
と
学
ぶ

意
欲
を
支
え
る
活
動
に
補
助
金
を

充
当
し
て
い
る
︒

不
能
欠
損
額
の
増
加
の
理

由
と
徴
収
訪
問
を
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
。 

（
村
田　

定
議
員
）

︵
総
務
担
当
政
策
監
︶

　
固
定
資
産
税
の
大
口
に
よ
る
不

能
欠
損
で
あ
る
︒
徴
収
に
つ
い
て

は
︑
県
税
と
連
携
し
て
納
付
誓
約

等
努
力
し
て
い
る
︒

ふ
る
さ
と
納
税
が
減
少
し

て
い
る
。
寄
付
増
加
の
た

め
、
ど
の
よ
う
な
啓
発
を
し
て
い

る
か
。          

（
村
田　

定
議
員
）

︵
産
業
担
当
政
策
監
︶

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ふ
る

さ
と
チ
ョ
イ
ス
・
職
員
が
企
業
内

公
正
採
用
人
権
啓
発
推
進
に
伴
う

企
業
訪
問
時
・
当
町
へ
の
視
察
者

等
へ
︑
幅
広
い
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い

く
︒

新
年
度
予
算
に
向
け
町
長

の
方
向
性
に
つ
い
て
問
う
。 

（
森
野　

隆
議
員
）

︵
町
長
︶

　
健
康
寿
命
の
延
伸
・
学
力
向
上
・

町
の
一
体
感
を
出
す
強
い
財
政
を

築
き
︑
よ
り
強
い
町
・
輝
く
町
を

造
っ
て
い
く
︒

自
主
財
源
の
確
保
の
た

め
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

も
う
と
し
て
い
る
の
か
。 

（
徳
田　

文
治
議
員
）

︵
企
画
担
当
政
策
監
︶

　
町
の
あ
る
べ
き
姿
・
地
域
活
性

化
の
姿
に
つ
い
て
︑
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
に
掲
げ
て
い
く
︒

︵
総
務
担
当
政
策
監
︶

　
安
定
的
な
財
源
確
保
に
努
め
る
︒

①
組
織
改
編
に
よ
り
歳
入

を
生
む
組
織
が
弱
く
な
っ

た
評
価
は
ど
う
感
じ
て
い
る
の

か
。

②
不
要
事
業
見
直
し
を
進
め
、
事

業
評
価
す
る
べ
き
と
考
え
る
。 

（
西
澤　

桂
一
議
員
）

︵
町
長
︶

①
農
業
と
商
業
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト

が
重
要
で
︑
相
乗
効
果
を
高
め
︑

創
造
的
な
仕
事
の
進
め
方
が
必
要

と
考
え
る
︒
組
織
と
し
て
の
一
体

感
・
事
業
の
推
進
力
を
高
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
︒

︵
総
務
担
当
政
策
監
︶

　
行
財
政
改
革
推
進
の
た
め
︑
事

務
事
業
の
見
直
し
を
進
め
る
︒

決
算
に
は
新
聞
・
テ
レ
ビ

等
で
の
広
報
件
数
を
公
表

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
来
年
度
以

降
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね

る
。
ま
た
町
長
の
定
期
的
な
記
者

発
表
を
す
べ
き
と
思
う
が
考
え

は
。 　
　
　
（
村
西　

作
雄
議
員
）

︵
企
画
担
当
政
策
監
︶

　
町
の
Ｐ
Ｒ
は
大
事
で
あ
る
と
考

え
る
︒
顔
の
見
え
る
形
で
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
︒

※
質
疑
な
し

※
質
疑
な
し

一
般
被
保
険
者
医
療
費
給

付
費
分
の
そ
の
他
財
源
と

は
何
を
指
し
て
い
る
の
か
。 

（
瀧　

す
み
江
議
員
）

︵
住
民
課
長
︶

　
一
般
被
保
険
者
医
療
給
付
費
の

そ
の
他
財
源
は
︑
一
般
会
計
繰
入

金
で
あ
る
︒

人
間
ド
ッ
ク
の
１
２
，
０

０
０
円
の
助
成
は
何
％
補

助
に
な
る
の
か
。
ま
た
被
保
険
者

は
、
ど
れ
く
ら
い
支
払
い
さ
れ
て

い
る
の
か
。 （
村
西　

作
雄
議
員
）

︵
住
民
課
長
︶

　
補
助
金
は
定
額
の
助
成
で
あ

り
︑
被
保
険
者
は
５
２
︐０
０
０

円
位
支
払
わ
れ
て
い
る
︒

県
統
一
化
と
な
っ
た
が
、

保
険
税
は
市
町
の
裁
量
で

決
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。 

（
村
西　

作
雄
議
員
）

︵
住
民
課
長
︶

　
市
町
で
決
め
て
い
る
︒

県
統
一
化
に
よ
る
事
務
事

業
の
不
具
合
・
効
果
・
評

価
に
つ
い
て
尋
ね
る
。 

（
瀧　

す
み
江
議
員
）

︵
住
民
課
長
︶

　
大
き
な
不
具
合
は
な
い
︒

　
効
果
は
︑
医
療
費
の
支
払
い
が

県
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
︑
事
務
の

効
率
化
と
な
っ
た
︒

繰
越
金
が
多
額
と
な
っ
た

要
因
は
何
か
。 

（
瀧　

す
み
江
議
員
）

︵
住
民
課
長
︶

　
医
療
費
減
少
と
国
か
ら
の
公
費

助
成
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
︒

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率

向
上
の
評
価
を
尋
ね
る
。 

（
瀧　

す
み
江
議
員
）

︵
健
康
推
進
課
長
︶

　
29
年
度
は
受
診
率
50
・
42
％
で

県
下
４
番
目
に
高
く
︑
特
定
保
健

指
導
に
つ
い
て
は
︑
30
年
度
65
・

32
％
で
︑
こ
れ
も
県
下
４
番
目
に

高
い
評
価
で
あ
る
︒

不
能
欠
損
の
人
数
と
介
護

保
険
料
や
後
期
高
齢
者
保

険
料
も
該
当
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
時
効
に
よ
る
消
滅
の
人
数
を
尋

ね
る
。 　
　
（
西
澤　

桂
一
議
員
）

︵
税
務
課
長
︶

　
人
数
は
41
人
で
︑
介
護
保
険
︑

後
期
高
齢
者
に
つ
い
て
は
把
握
し

て
い
な
い
︒
時
効
に
よ
る
消
滅
者

は
︑
41
人
中
15
人
で
あ
る
︒

一
人
当
た
り
医
療
費
は
医

療
機
関
が
多
い
ほ
ど
高
く

な
る
。
医
療
費
を
も
っ
て
保
険
料

等
が
計
算
さ
れ
て
い
れ
ば
、
不
合

理
が
生
じ
る
。
町
独
自
の
保
健
事

業
等
の
努
力
を
ど
れ
だ
け
県
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。 

（
西
澤　

桂
一
議
員
）

︵
住
民
課
長
︶

　
町
独
自
の
保
険
事
業
に
つ
い
て

は
︑
保
険
者
努
力
支
援
制
度
交
付

金
が
あ
る
︒
県
へ
は
意
見
を
し
て

い
く
︒

平
成
30
年
度
均
等
割
お
よ

び
所
得
割
の
軽
減
見
直
し

に
よ
る
影
響
は
あ
っ
た
か
。 

（
瀧　

す
み
江
議
員
）

︵
住
民
課
長
︶

　
影
響
は
あ
っ
た
︒

第
６
期
保
険
料
の
設
定
に

当
た
り
、
第
６
期
中
に
基

金
を
取
り
崩
す
と
し
て
い
た
が
取

り
崩
し
て
い
な
い
。
第
７
期
計
画

の
保
険
料
設
定
も
同
じ
こ
と
が
繰

り
返
さ
れ
て
お
り
、
１
，
６
２
３

万
円
の
繰
越
も
出
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

（
瀧　

す
み
江
議
員
）

︵
福
祉
課
参
事
︶

　
認
定
者
数
が
見
込
み
よ
り
伸
び

な
か
っ
た
こ
と
で
︑
給
付
費
が
抑

え
ら
れ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
︒

保
険
者
機
能
強
化
交
付
金

の
ど
の
部
分
が
評
価
さ
れ

た
の
か
。 　
（
瀧　

す
み
江
議
員
）

︵
福
祉
課
参
事
︶

　
介
護
予
防
の
効
果
が
出
て
い
る

か
を
評
価
さ
れ
て
い
る
︒

介
護
医
療
院
と
は
ど
の
よ

う
な
施
設
か
尋
ね
る
。 

（
村
西　

作
雄
議
員
）

︵
福
祉
課
参
事
︶

　
医
療
依
存
度
の
高
い
介
護
保
険

施
設
で
国
の
制
度
切
り
替
え
で
︑

病
院
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
的

位
置
づ
け
と
し
て
人
員
基
準
を
見

直
し
た
施
設
で
あ
る
︒

未
払
金
の
う
ち
給
与
の
支

払
日
、締
め
日
は
い
つ
か
。 

（
徳
田　

文
治
議
員
）

︵
下
水
道
担
当
課
長
︶

　
基
準
日
は
１
日
で
あ
る
︒

下
水
道
使
用
料
の
減
額
理

由
と
企
業
会
計
移
行
に
よ

る
今
後
の
下
水
道
使
用
料
の
方
向

性
に
つ
い
て
尋
ね
る
。 

（
辰
己　

保
議
員
）

︵
下
水
道
担
当
課
長
︶

　
企
業
会
計
移
行
に
よ
る
平
成
30

年
度
打
切
り
決
算
に
よ
り
減
額
と

な
っ
て
い
る
︒

　
今
後
に
つ
い
て
は
︑
独
立
採
算

で
あ
る
企
業
会
計
と
し
て
︑
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
減
ら
し

て
い
き
た
い
︒

小学生の通学の様子

平成30年度各特別会計決算認定
会計区分

①住宅新築資金貸付事業

②土地取得造成事業

③国民健康保険事業

④後期高齢者医療事業

⑤介護保険事業

⑥下水道事業

収　入　額

65 万円

258 万円

18 億 5,292 万円

1億 8,138 万円

14 億 5,216 万円

12 億 2,202 万円

65 万円

258 万円

18 億 1,774 万円

1億 8,086 万円

14 億 3,592 万円

11 億 7,172 万円

0

0

3,518 万円

52 万円

1,624 万円

5,030 万円

支　出　額 差引残額

　平成 30 年度各特別会計決算は、9 月 6 日に上程され所管の各常任委員会に付託された。9 月 10 日か
ら 9 月 13 日まで開催された常任委員会よりそれぞれ審査が行われ、24 日の本会議で委員会の審査結果
報告を受け採決を行った。主な質疑は次のとおり。

（採決結果は、Ｐ10 に記載しています。）

①
住
宅
新
築
資
金
貸
付
事
業

　
　
　
　
　
特
別
会
計
決
算

②
土
地
取
得
造
成
事
業

　
　
　
　
　
特
別
会
計
決
算

③
国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　
　
　
特
別
会
計
決
算
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工
場
等
設
置
促
進
事
業
は

重
点
事
業
と
し
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
専

属
の
課
、
専
属
の
担
当
者
を
置
か

な
い
と
難
し
い
。町
長
の
見
解
は
。 

（
西
澤　

桂
一
議
員
）

︵
町
長
︶

　
工
場
等
の
誘
致
は
非
常
に
重
要

な
事
業
と
認
識
し
て
い
る
︒今
後
︑

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
構
想
の
中
で

議
論
を
し
て
決
め
て
い
く
︒
各
セ

ク
シ
ョ
ン
で
も
み
な
が
ら
︑
ど
こ

に
民
間
の
土
地
が
あ
る
の
か
も
う

少
し
精
査
し
て
い
き
た
い
︒

農
業
振
興
計
画
が
平
成
29

年
度
策
定
さ
れ
て
お
り
、

新
た
な
農
業
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と

あ
る
が
、
今
後
農
業
が
ど
の
よ
う

な
分
野
に
踏
み
出
す
べ
き
と
考
え

る
か
。
30
年
度
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
さ
れ
た
の
か
。 

（
西
澤　

桂
一
議
員
）

︵
農
林
商
工
課
長
︶

　
集
落
営
農
条
件
整
備
や
担
い
手

確
保
・
経
営
強
化
支
援
等
に
取
り

組
ん
だ
︒
ま
た
︑
６
次
産
業
へ
の

取
り
組
み
は
︑
や
ま
い
も
ジ
ェ

ラ
ー
ト
を
売
り
出
し
た
︒

担
い
手
確
保
・
経
営
強
化

支
援
事
業
補
助
金
は
、
担

い
手
確
保
に
ど
の
よ
う
に
つ
な

が
っ
た
の
か
。取
り
組
み
内
容
は
。 

（
瀧　

す
み
江
議
員
）

︵
農
林
商
工
課
長
補
佐
︶

　
主
に
機
械
施
設
補
助
と
し
て
国

の
施
策
に
基
づ
い
た
支
援
を
農
業

者
へ
直
接
行
う
︒
経
営
自
体
を
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
農
地
の
確
保
︑
経
営
の
指
標
の

向
上
を
達
成
す
る
目
標
を
掲
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

　
町
と
し
て
農
業
者
に
寄
り
添
っ

た
対
応
を
し
て
い
る
︒

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
配
置
の
成
果
と
課

題
を
問
う
。 （
徳
田　

文
治
議
員
）

︵
教
育
長
︶

　
配
置
に
よ
り
教
員
が
子
ど
も
に

向
き
合
え
る
時
間
が
確
保
で
き
る
︒

中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
使

用
料
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
協
会
会
員
の
利
用
が
大
半
だ

と
思
う
が
、
介
護
予
防
か
ら
介
護

関
係
課
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。 （
村
田　

定
議
員
）

︵
生
涯
学
習
課
長
︶

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
と
福

祉
が
連
携
し
て
い
く
こ
と
は
必
要

で
あ
る
︒①

小
学
校
の
通
学
路
の
安

全
・
改
善
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
か
。

②
就
学
援
助
家
庭
の
状
況
・
傾
向

を
把
握
し
て
い
る
か
。

（
瀧　

す
み
江
議
員
）

︵
教
育
次
長
︶

①
夏
休
み
を
中
心
に
Ｐ
Ｔ
Ａ・
学

校
で
確
認
し
︑
道
路
管
理
者
等
と

協
議
し
た
︒
10
月
に
は
２
日
間
︑

道
路
管
理
者・公
安
等
と
確
認
す
る
︒

②
個
別
ケ
ー
ス
会
議
で
確
認
し
て

い
る
︒

依
智
秦
氏
の
里
古
墳
公
園

と
目
賀
田
城
跡
公
園
指
定

管
理
料
の
算
定
基
準
は
何
か
。
ま

た
、
管
理
補
助
金
の
基
準
は
。 

（
辰
己　

保
議
員
）

︵
歴
史
文
化
博
物
館
課
長
補
佐
︶

　
敷
地
の
平
米
数
・
植
栽
の
樹
木

の
本
数
・
種
類
等
管
理
業
務
内
容

か
ら
算
定
し
て
い
る
︒

　
補
助
金
に
つ
い
て
は
︑国
指
定
・

県
指
定
・
町
指
定
に
分
か
れ
て
い

る
︒

自
尊
感
情
・
学
び
の
礎
育

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
充
当

の
意
図
は
。    

（
辰
己　

保
議
員
）

︵
教
育
次
長
︶

　
愛
知
中
学
校
地
域
を
重
点
地
域

と
し
て
︑
子
ど
も
の
生
活
と
学
ぶ

意
欲
を
支
え
る
活
動
に
補
助
金
を

充
当
し
て
い
る
︒

不
能
欠
損
額
の
増
加
の
理

由
と
徴
収
訪
問
を
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
。 

（
村
田　

定
議
員
）

︵
総
務
担
当
政
策
監
︶

　
固
定
資
産
税
の
大
口
に
よ
る
不

能
欠
損
で
あ
る
︒
徴
収
に
つ
い
て

は
︑
県
税
と
連
携
し
て
納
付
誓
約

等
努
力
し
て
い
る
︒

ふ
る
さ
と
納
税
が
減
少
し

て
い
る
。
寄
付
増
加
の
た

め
、
ど
の
よ
う
な
啓
発
を
し
て
い

る
か
。          

（
村
田　

定
議
員
）

︵
産
業
担
当
政
策
監
︶

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ふ
る

さ
と
チ
ョ
イ
ス
・
職
員
が
企
業
内

公
正
採
用
人
権
啓
発
推
進
に
伴
う

企
業
訪
問
時
・
当
町
へ
の
視
察
者

等
へ
︑
幅
広
い
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い

く
︒

新
年
度
予
算
に
向
け
町
長

の
方
向
性
に
つ
い
て
問
う
。 

（
森
野　

隆
議
員
）

︵
町
長
︶

　
健
康
寿
命
の
延
伸
・
学
力
向
上
・

町
の
一
体
感
を
出
す
強
い
財
政
を

築
き
︑
よ
り
強
い
町
・
輝
く
町
を

造
っ
て
い
く
︒

自
主
財
源
の
確
保
の
た

め
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

も
う
と
し
て
い
る
の
か
。 

（
徳
田　

文
治
議
員
）

︵
企
画
担
当
政
策
監
︶

　
町
の
あ
る
べ
き
姿
・
地
域
活
性

化
の
姿
に
つ
い
て
︑
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
に
掲
げ
て
い
く
︒

︵
総
務
担
当
政
策
監
︶

　
安
定
的
な
財
源
確
保
に
努
め
る
︒

①
組
織
改
編
に
よ
り
歳
入

を
生
む
組
織
が
弱
く
な
っ

た
評
価
は
ど
う
感
じ
て
い
る
の

か
。

②
不
要
事
業
見
直
し
を
進
め
、
事

業
評
価
す
る
べ
き
と
考
え
る
。 

（
西
澤　

桂
一
議
員
）

︵
町
長
︶

①
農
業
と
商
業
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト

が
重
要
で
︑
相
乗
効
果
を
高
め
︑

創
造
的
な
仕
事
の
進
め
方
が
必
要

と
考
え
る
︒
組
織
と
し
て
の
一
体

感
・
事
業
の
推
進
力
を
高
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
︒

︵
総
務
担
当
政
策
監
︶

　
行
財
政
改
革
推
進
の
た
め
︑
事

務
事
業
の
見
直
し
を
進
め
る
︒

決
算
に
は
新
聞
・
テ
レ
ビ

等
で
の
広
報
件
数
を
公
表

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
来
年
度
以

降
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね

る
。
ま
た
町
長
の
定
期
的
な
記
者

発
表
を
す
べ
き
と
思
う
が
考
え

は
。 　
　
　
（
村
西　

作
雄
議
員
）

︵
企
画
担
当
政
策
監
︶

　
町
の
Ｐ
Ｒ
は
大
事
で
あ
る
と
考

え
る
︒
顔
の
見
え
る
形
で
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
︒

※
質
疑
な
し

※
質
疑
な
し

一
般
被
保
険
者
医
療
費
給

付
費
分
の
そ
の
他
財
源
と

は
何
を
指
し
て
い
る
の
か
。 

（
瀧　

す
み
江
議
員
）

︵
住
民
課
長
︶

　
一
般
被
保
険
者
医
療
給
付
費
の

そ
の
他
財
源
は
︑
一
般
会
計
繰
入

金
で
あ
る
︒

人
間
ド
ッ
ク
の
１
２
，
０

０
０
円
の
助
成
は
何
％
補

助
に
な
る
の
か
。
ま
た
被
保
険
者

は
、
ど
れ
く
ら
い
支
払
い
さ
れ
て

い
る
の
か
。 （
村
西　

作
雄
議
員
）

︵
住
民
課
長
︶

　
補
助
金
は
定
額
の
助
成
で
あ

り
︑
被
保
険
者
は
５
２
︐０
０
０

円
位
支
払
わ
れ
て
い
る
︒

県
統
一
化
と
な
っ
た
が
、

保
険
税
は
市
町
の
裁
量
で

決
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。 

（
村
西　

作
雄
議
員
）

︵
住
民
課
長
︶

　
市
町
で
決
め
て
い
る
︒

県
統
一
化
に
よ
る
事
務
事

業
の
不
具
合
・
効
果
・
評

価
に
つ
い
て
尋
ね
る
。 

（
瀧　

す
み
江
議
員
）

︵
住
民
課
長
︶

　
大
き
な
不
具
合
は
な
い
︒

　
効
果
は
︑
医
療
費
の
支
払
い
が

県
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
︑
事
務
の

効
率
化
と
な
っ
た
︒

繰
越
金
が
多
額
と
な
っ
た

要
因
は
何
か
。 

（
瀧　

す
み
江
議
員
）

︵
住
民
課
長
︶

　
医
療
費
減
少
と
国
か
ら
の
公
費

助
成
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
︒

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率

向
上
の
評
価
を
尋
ね
る
。 

（
瀧　

す
み
江
議
員
）

︵
健
康
推
進
課
長
︶

　
29
年
度
は
受
診
率
50
・
42
％
で

県
下
４
番
目
に
高
く
︑
特
定
保
健

指
導
に
つ
い
て
は
︑
30
年
度
65
・

32
％
で
︑
こ
れ
も
県
下
４
番
目
に

高
い
評
価
で
あ
る
︒

不
能
欠
損
の
人
数
と
介
護

保
険
料
や
後
期
高
齢
者
保

険
料
も
該
当
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
時
効
に
よ
る
消
滅
の
人
数
を
尋

ね
る
。 　
　
（
西
澤　

桂
一
議
員
）

︵
税
務
課
長
︶

　
人
数
は
41
人
で
︑
介
護
保
険
︑

後
期
高
齢
者
に
つ
い
て
は
把
握
し

て
い
な
い
︒
時
効
に
よ
る
消
滅
者

は
︑
41
人
中
15
人
で
あ
る
︒

一
人
当
た
り
医
療
費
は
医

療
機
関
が
多
い
ほ
ど
高
く

な
る
。
医
療
費
を
も
っ
て
保
険
料

等
が
計
算
さ
れ
て
い
れ
ば
、
不
合

理
が
生
じ
る
。
町
独
自
の
保
健
事

業
等
の
努
力
を
ど
れ
だ
け
県
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。 

（
西
澤　

桂
一
議
員
）

︵
住
民
課
長
︶

　
町
独
自
の
保
険
事
業
に
つ
い
て

は
︑
保
険
者
努
力
支
援
制
度
交
付

金
が
あ
る
︒
県
へ
は
意
見
を
し
て

い
く
︒

平
成
30
年
度
均
等
割
お
よ

び
所
得
割
の
軽
減
見
直
し

に
よ
る
影
響
は
あ
っ
た
か
。 

（
瀧　

す
み
江
議
員
）

︵
住
民
課
長
︶

　
影
響
は
あ
っ
た
︒

第
６
期
保
険
料
の
設
定
に

当
た
り
、
第
６
期
中
に
基

金
を
取
り
崩
す
と
し
て
い
た
が
取

り
崩
し
て
い
な
い
。
第
７
期
計
画

の
保
険
料
設
定
も
同
じ
こ
と
が
繰

り
返
さ
れ
て
お
り
、
１
，
６
２
３

万
円
の
繰
越
も
出
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

（
瀧　

す
み
江
議
員
）

︵
福
祉
課
参
事
︶

　
認
定
者
数
が
見
込
み
よ
り
伸
び

な
か
っ
た
こ
と
で
︑
給
付
費
が
抑

え
ら
れ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
︒

保
険
者
機
能
強
化
交
付
金

の
ど
の
部
分
が
評
価
さ
れ

た
の
か
。 　
（
瀧　

す
み
江
議
員
）

︵
福
祉
課
参
事
︶

　
介
護
予
防
の
効
果
が
出
て
い
る

か
を
評
価
さ
れ
て
い
る
︒

介
護
医
療
院
と
は
ど
の
よ

う
な
施
設
か
尋
ね
る
。 

（
村
西　

作
雄
議
員
）

︵
福
祉
課
参
事
︶

　
医
療
依
存
度
の
高
い
介
護
保
険

施
設
で
国
の
制
度
切
り
替
え
で
︑

病
院
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
的

位
置
づ
け
と
し
て
人
員
基
準
を
見

直
し
た
施
設
で
あ
る
︒

未
払
金
の
う
ち
給
与
の
支

払
日
、締
め
日
は
い
つ
か
。 

（
徳
田　

文
治
議
員
）

︵
下
水
道
担
当
課
長
︶

　
基
準
日
は
１
日
で
あ
る
︒

下
水
道
使
用
料
の
減
額
理

由
と
企
業
会
計
移
行
に
よ

る
今
後
の
下
水
道
使
用
料
の
方
向

性
に
つ
い
て
尋
ね
る
。 

（
辰
己　

保
議
員
）

︵
下
水
道
担
当
課
長
︶

　
企
業
会
計
移
行
に
よ
る
平
成
30

年
度
打
切
り
決
算
に
よ
り
減
額
と

な
っ
て
い
る
︒

　
今
後
に
つ
い
て
は
︑
独
立
採
算

で
あ
る
企
業
会
計
と
し
て
︑
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
減
ら
し

て
い
き
た
い
︒

元気もりもり教室

④
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　
　
　
　
　
特
別
会
計
決
算

⑤
介
護
保
険
事
業

　
　
　
　
　
特
別
会
計
決
算

⑥
下
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算

全員賛成の議案

報告第 ５号

議案第３０号

議案第３２号

議案第３３号

議案第３６号

議案第３７号

議案第３８号

議案第３９号

議案第４０号

議案第４１号

議案第４２号

議案第４４号

議案第４６号

議案第４８号

議案第２８号

議案番号 件　　　　　　名 議決結果 議決日

 

 

 
 

 

報　告

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

認　定

9月6日

9月24日

令和元年９月定例会

平成 30年度愛荘町の財政健全化判断比率等の報告について
　愛荘町の財政健全化比率および資金不足比率について報告を受けたもの。
　※監査委員の意見「適正に作成されているものと認める。」

愛荘町印鑑条例の一部を改正する条例
　住民基本台帳法施行令の一部を改正する政令の公布により、住民票への旧氏記載と旧氏でも印鑑登録
ができることを 11 月 5日以降可能とするため、所要の改正を行うもの。

愛荘町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
　「成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律」が国
で公布され、成年被後見人にかかる地方公務員の欠格条項が削除されたことを受け、該当箇所を削除す
るもの。

愛荘町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例
　災害弔慰金の支給等に関する法律において、災害援護支援金の貸付利率について、市町村が条例にお
いて政策判断に基づき、低い利率での貸付けが可能となり、被災者の返済負担を軽減し、被災者支援の
充実強化に資するため所要の改正を行うもの。

愛荘町消防団条例の一部を改正する条例
　成年後見人制度の利用の促進に関する法律に基づく措置として、成年後見人及び被保佐人の人権が尊
重され、成年被後見人等であることを理由に不当に差別されないよう、成年後見人等にかかる欠格条項
その他の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための措置として一部改正を行うもの。

愛荘町放課後児童健全育成事業の設備および運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
　国が定める「放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準」を踏まえ、「愛荘町放課後児童健
全育成事業の設備及び運営に関する基準」を制定している。国の省令が改正されたことに伴い、所要の
改正を行うもの。

愛荘町環境基本計画審議会条例を廃止する条例
　環境基本計画審議会の事務については、愛荘町環境基本条例および環境審議会規則に定める環境審議
会に移管されているため、条例を廃止するもの。

愛荘町子どものための教育に関する施設利用者負担額を定める条例を廃止する条例
　子ども･子育て支援法施行令第４条において、満３歳以上教育認定子ども（１号認定）については、利
用者負担上限額を零としたため、条例を廃止するもの。

滋賀県市町村交通災害共済組合規約の変更について
　滋賀県市町村交通災害共済組合が令和元年度末で解散するため、解散後の事務の継承のため組合規約
の変更について、関係地方公共団体の議会の議決を求めるもの。

滋賀県市町村交通災害共済組合を解散することについて
　滋賀県市町村交通災害共済組合が令和元年度末で解散するため、関係地方公共団体の議会の議決を求
めるもの。

滋賀県市町村交通災害共済組合の解散に伴う財産処分について
　滋賀県市町村交通災害共済組合が令和元年度末で解散するため、財産処分について、関係地方公共団
体の議会の議決を求めるもの。

財産の取得につき議決を求めることについて
　令和元年度物品第６号　愛荘町ネットワーク機器物品購入
　　取得金額　9,612,000 円
　　契約の相手方　　株式会社ケーケーシー情報システム（京都府京都市）

令和元年度愛荘町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出に 17,541 千円を追加し、総額を 1,812,699 千円とする。
 　・平成 30 年度事業実績に伴う国・県の交付金・負担金に返還が生じたことによるもの

令和元年度愛荘町下水道事業会計補正予算（第１号）
　歳入歳出の増減はなく、歳入予算の更正を行うもの
　・資本費平準化債　58,700 千円　他会計補助金　△58,700 千円

平成 30年度愛荘町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
　※詳細　Ｐ7のとおり

　9月定例会が 9月 5日から 24 日まで 20 日間開催された。
　今期定例会の一般質問は11議員から通告があり、第1日目（9/5）は8議員、第２日目（9/6）３議員が質問を行った。
（※一般質問概要は、11ページから）
　町長提出議案は追加議案を含め 28 件、議員提出案件は 5 件あり、それぞれ慎重に審議を行った。結果、請願は不採
択となったが、それ以外の議案はすべて可決・認定された。
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議案第５３号

議提第１１号～
　議提第１３号

議提第１４号

議案第４９号

議案番号 件　　　　　　名 議決結果 議決日

 
認　定

認　定

原案可決

原案可決

9月24日

平成 30年度愛荘町土地取得造成事業特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
　※Ｐ7のとおり

平成 30年度愛荘町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
　※Ｐ7・8のとおり

各常任委員会閉会中の継続調査について
　総務産業建設・教育民生・広報の各常任委員会より、閉会中も所管事務について継続調査を行いたい
旨の申し出があったもの。

議員派遣について

賛否が分かれた議案

議案第３１号

議案第２９号

議案第３４号

議案第３５号

議案第４５号

議案第４３号

議案第４７号

議案第５０号

議案第５１号

議案第５２号

議案第５４号

請願第　１号

議案番号 件　　　名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

× × × ○ × × × × ○ × ○ ○ ○

 

○賛成・×反対

　 　

 

　
　

 

　

 

　
　

 

　

 

　

 

　 　
　
　
　
　

 

※議長 竹中秀夫は採決に
　加わっていません。（ ）

月
　
日

議
決
結
果

辰
己
　
　
保

瀧
　
す
み
江

吉
岡
ゑ
ミ
子

河
村
　
善
一

徳
田
　
文
治

高
橋
　
正
夫

外
川
　
善
正

伊
谷
　
正
昭

村
田
　
　
定

西
澤
　
桂
一

森
野
　
　
隆

村
西
　
作
雄

澤
田
　
源
宏

愛荘町特別職報酬等審議会条例等の一部を改正する条例
　平成 30 年 11 月の組織機構の再編において、課の名称変更や統廃
合が行われたことによる課名の変更を行うもの。

愛荘町税条例の一部を改正する条例
　地方税法の一部を改正する法律ならびに当該関係政省令が公布さ
れたことにより所要の改正を行うもの。

愛荘町家庭的保育事業等の設備および運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例
　国が定める「家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準」を踏
まえ、「愛荘町家庭的保育事業等の設備及び畝居に関する基準」を制定
している。国の省令が改正されたことに伴い、所要の改正を行うもの。

愛荘町特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運
営に関する条例の一部を改正する条例
　国が定める「特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準」を踏まえ、「愛荘町特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準」を制定している。令和元年内閣府令第 7
号、内閣府令第 8号による改正に伴い、所要の改正を行うもの。

令和元年度愛荘町一般会計補正予算（第４号）
　歳入歳出に 4,081 千円を追加し、総額を 9,070,762 千円とする。
 　※主な補正理由
　　・保育料無償化事業によるもの
　　・愛知電気工業（株）からの町への寄付による増額
　　・小学校通学路危険箇所および幼稚園・保育園散歩コース危険
　　　箇所における緊急的修繕工事

令和元年度愛荘町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
　歳入歳出に 20,126 千円を追加し、総額を 1,474,390 千円とする。
　　・平成 30 年度事業実績に伴う国・県の交付金・負担金に返還が
　　　生じたことによるもの　ほか

平成 30 年度愛荘町一般会計歳入歳出決算の認定を求めるこ
とについて
　※Ｐ2～Ｐ7のとおり

平成 30 年度愛荘町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
の認定を求めることについて
　※Ｐ7・8のとおり

平成 30 年度愛荘町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳
出決算の認定を求めることについて
※Ｐ7・8のとおり

平成 30 年度愛荘町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認
定を求めることについて
　※Ｐ7・8のとおり

令和元年度愛荘町一般会計補正予算（第５号）
　歳入歳出に 15,937 千円を追加し、総額を 9,086,699 千円とする。
 　※主な補正理由
　　・マイナンバーカードを活用した消費活性化事業に向けた準備作業
　　・児童福祉施設として建築基準法の基準を満たない箇所の改修工事
　　　（子育て支援センター）

2019 年 10 月の消費税 10％実施の中止を求める請願書
　請願者　　湖東民主商工会　会長　紋谷　明彦
　紹介議員　辰己　保議員・瀧　すみ江議員

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

不
採
決

認
定

認
定

認
定

認
定

９
月
６
日

９
月
24
日

全員賛成の議案（つづき）

12P

13P

14P

15P

16P

18P

17P

19P

20P

21P

22P

一　般　質　問

制限時間 質問のみ 30 分以内（答弁は別）
質問方法 ☆　一括方式

 

・最初に全部の質問をし、まとめて回答を得る

　 

・同一議題に対しての質問は 3回まで
 ☆　一問一答

 

一問ごとに質問・回答を繰り返す

　一般質問とは、議員の日常活動と
調査・研究、住民の声や自身の考え
方をもとに、執行部に方針を問うも
のです。

【令和元年９月定例会】　一般質問一覧

　「議会だより」では、スペースの関係で質問と答弁を要約してあります。

村西　作雄　議員
          【一問一答】

西澤　桂一　議員
          【一問一答】

徳田　文治　議員
          【一括方式】

澤田　源宏　議員
          【一括方式】

森野　　隆　議員
          【一問一答】

高橋　正夫　議員
          【一問一答】

吉岡ゑミ子　議員
          【一括方式】

辰己　　保　議員
          【一問一答】

村田　　定　議員
          【一問一答】

伊谷　正昭　議員
          【一問一答】

瀧　すみ江　議員
          【一問一答】

①夢と志を育む学びのまちづくり（図書館機能の充実）について
②援助を必要とする子どもや家庭への支援の充実（児童虐待防止）
について

　
①新ごみ処理施設の建設に関して
　
①高齢者外出支援システムの再構築について
②町職員の働き方改革への取り組みについて
③災害等対策本部の立ち上げにかかる指揮・命令体制の確立に向けて
　
①一般質問の意義について
②愛荘町東部の観光開発について
　
①町の観光振興について
②街道交流館ふれあい本陣について
　
①旧愛知郡役所、「ゆめまちテラスえち」の利活用について
②リバースセンターにおける家庭ごみ、事業系ごみについて
③同和問題、同和行政を考えることについて
　
①持続可能な開発目的ＳＤＧｓの推進について  
②ＳＤＧｓの目標について
　
①町職員の処遇について
②「たばこは町内で買いましょう」の啓発活動について
　
①子供のインフルエンザ予防接種への補助について
②学校・幼稚園教育について
③同和行政について
　
①マイナンバー制度について
②地方創生について
　 
①危機管理対応について 
②厳しい財政状況と公共施設の統廃合について

町政のここを問う町政のここを問う
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図書館でのおはなし会の様子

近隣自治会の反対看板

町長の考えをはっきりと示すべきである

新ごみ処理施設に関して
Q

この段階で表明することは、信頼関係を
損ねる

A

問問

問問

　

６
月
８
日
、
ハ
ー
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
で
秦
荘
東
小
学
校
区
を
対
象

に
「
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
係

る
説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

前
回
と
同
様
に
、
竹
原
地
区
へ

の
建
設
に
対
す
る
周
辺
地
域
の
反

対
は
激
し
く
騒
然
と
な
っ
た
。
行

政
が
主
催
し
た
説
明
会
で
あ
り
な

が
ら
当
局
側
に
も
注
意
を
す
る
な

ど
毅
然
と
し
た
姿
勢
が
な
く
、
有

村
町
長
も
広
域
行
政
組
合
の
副
管

理
者
と
し
て
出
席
さ
れ
て
い
た
が
、

事
態
の
収
束
に
動
か
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

　

愛
荘
町
内
の
こ
と
で
あ
る
。
副

管
理
者
で
あ
る
が
同
時
に
町
長
で

あ
る
。
町
長
は
近
隣
地
区
同
士
の

対
立
を
こ
れ
以
上
広
げ
な
い
と
い

う
強
い
気
持
ち
を
持
ち
和
解
に
向

け
て
動
く
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ

る
。

町
長
は
、
当
日
な
ぜ
仲
裁

に
動
か
な
か
っ
た
の
か
。

︵
町
長
︶

　
議
事
を
進
行
す
る
責
は
︑
あ
く

ま
で
も
議
事
進
行
者
に
あ
る
︒

当
日
も
町
長
の
考
え
を
聞

き
た
い
と
い
う
質
問
が
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
「
愛
荘
町

の
立
場
を
考
え
る
と
、
反
対
・
賛

成
と
立
場
を
明
確
に
す
る
こ
と
は

得
策
で
は
な
い
」
と
し
て
、
回
答

を
避
け
ら
れ
た
。
私
も
町
長
は
立

場
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。
な
ぜ
明
確
に
す
る
こ

と
が
得
策
で
な
い
の
か
。

︵
町
長
︶

　
愛
荘
町
は
︑
湖
東
圏
域
に
お
い

て
︑
ご
み
処
理
だ
け
で
は
な
く
地

域
交
通
政
策
や
医
療
政
策
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
︑
近
隣
市
町
と
の
信

頼
関
係
の
も
と
で
政
策
を
進
め
て

い
る
︒
広
域
行
政
組
合
で
政
策
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
︑
説
明
会
の

場
で
特
定
の
考
え
を
首
長
と
し
て

表
明
す
る
こ
と
は
︑
ふ
さ
わ
し
く

な
い
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
︒

広
域
行
政
組
合
の
定
例

会
で
も
、
愛
荘
町
長
の

姿
勢
を
問
う
質
問
が
さ
れ
て
い
る
。

　
「
地
元
町
長
が
ど
う
い
う
態
度

を
と
る
か
と
い
う
こ
と
は
非
常
に

大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
賛
成
な
の

か
反
対
な
の
か
、
明
ら
か
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
賛
成
し
て
い
る

場
合
は
、
反
対
し
て
い
る
周
辺
区

な
ど
の
住
民
を
説
得
す
べ
き
で
あ

る
し
、
反
対
な
ら
ば
、
竹
原
区
の

住
民
に
断
念
す
る
よ
う
に
説
得
す

べ
き
で
あ
る
。
賛
成
で
も
反
対
で

も
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
両
地
域
を

和
解
さ
せ
る
努
力
を
す
べ
き
で
あ

る
」と
。
こ
れ
に
対
し
て
も
「
一
首

長
の
答
弁
は
差
し
控
え
る
」
と
し

て
正
面
か
ら
受
け
止
め
て
い
な
い
。

　
困
難
な
課
題
で
あ
っ
て
も
立
場

を
明
確
に
し
て
行
政
を
進
め
る
の

が
副
管
理
者
で
あ
り
町
長
で
あ
る
。

立
場
を
明
確
に
し
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
が
、
地
元
を
こ
こ
ま
で
混
乱

さ
せ
て
い
る
原
因
の
一
つ
で
あ
る

と
思
う
。︵

町
長
︶

　
広
域
行
政
組
合
と
い
う
場
で
愛

荘
町
の
こ
と
だ
け
を
取
り
上
げ
る

の
は
好
ま
し
く
な
い
︒

町
長
就
任
以
来
、
町
内
で

開
催
さ
れ
た
説
明
会
は
何

回
で
、
出
席
さ
れ
た
の
は
何
回
か
。

︵
町
長
︶

　
３
回
開
催
さ
れ
︑
出
席
は
１
回
︒

竹
原
地
区
が
周
辺
地
域
の

強
い
反
対
が
あ
る
こ
と
を

承
知
で
再
度
候
補
地
と
し
て
立
候

補
さ
れ
た
の
に
は
、
相
当
の
理
由

と
覚
悟
が
あ
る
と
思
う
。
町
と
し

て
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か
。

︵
町
長
︶

　
ご
み
処
理
施
設
の
必
要
性
・
公

益
性
・
安
全
性
︑
地
域
の
活
性
化

等
々
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
︑
自

治
会
と
し
て
決
定
し
応
募
さ
れ
た

も
の
と
理
解
し
て
い
る
︒

建
設
候
補
地
の
決
定
が
、

ど
の
よ
う
な
結
果
に
な

っ
て
も
、
今
迄
に
生
じ
た
竹
原
と

そ
の
周
辺
の
亀
裂
を
な
か
っ
た
こ

と
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
修
復

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。︵

町
長
︶

　
ご
み
処
理
施
設
の
候
補
地
が
ど

こ
に
な
る
か
を
問
わ
ず
︑
関
係
機

関
と
検
討
し
て
い
く
︒

問

答

答

答

問 答答

答

西澤　桂一 議員西澤　桂一 議員

子ども家庭総合支援拠点設置の考え方は

子どもや家庭への支援の
充実（児童虐待防止対策）
Q

現状に合った組織体制を構築していきたいA

問
①
学
校
図
書
館
司
書
の
配

置
・
業
務
内
容
と
狙
い
は
。

②
学
校
図
書
館
司
書
配
置
に
よ
る

子
ど
も
達
の
反
応
・
効
果
は
。

③
学
校
図
書
館
の
今
後
の
取
り
組

み
は
。

④
読
書
の
町
づ
く
り
に
向
け
て
現

在
の
取
り
組
み
と
今
後
の
方
針
は
。

⑤
減
メ
デ
ィ
ア
親
読
書
の
取
り
組

み
は
。︵

図
書
館
長
︶

①
業
務
内
容
は
︑
学
校
図
書
館
の

環
境
整
備
︑
児
童
生
徒
の
読
書
活

動
推
進
・
授
業
等
教
育
活
動
の
支

援
︑
学
校
図
書
館
間
や
町
立
図
書

館
・
教
育
委
員
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
連
携
な
ど
が
あ
る
︒

　
子
ど
も
達
の
読
書
環
境
を
整
え
︑

授
業
等
学
習
支
援
の
た
め
各
小
学

校
に
週
２
日
︑
各
中
学
校
に
週
１

日
町
立
図
書
館
の
正
職
員
２
名
と

嘱
託
職
員
３
名
を
学
校
司
書
と
し

て
配
置
し
て
い
る
︒

②
子
ど
も
達
の
反
応
は
︑
配
置
司

書
へ
親
し
み
を
感
じ
︑
居
場
所
と

し
て
学
校
図
書
館
を
利
用
す
る
児

童
・
生
徒
も
あ
り
︑
町
立
図
書
館

へ
の
来
館
に
も
繋
が
っ
て
い
る
︒

　
効
果
は
年
貸
出
冊
数
が
小
学
校

で
2.5
倍
︑
中
学
校
で
10
倍
に
増
え

た
︒

︵
教
育
長
︶

③
学
校
図
書
館
の
人
的
配
置
や
図

書
資
料
の
充
実
︑
環
境
整
備
も
含

め
て
充
分
検
討
し
た
い
︒

④
町
立
図
書
館
は
︑
２
館
体
制
で

運
営
︒
平
成
30
年
度
は
約
30
万
２

千
冊
の
貸
出
利
用
が
あ
り
︑
町
民

一
人
当
た
り
14
冊
に
な
っ
た
︒
読

書
に
親
し
み
を
持
て
る
よ
う
︑
お

は
な
し
会
な
ど
の
行
事
や
﹁
ま
ち

じ
ゅ
う
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
﹂
の
認
証

に
取
り
組
み
︑
本
と
人
を
繋
ぐ
司

書
の
研
修
に
も
努
め
て
い
る
︒

　
町
民
の
誰
も
が
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
分
に
あ

っ
た
方
法
で
読
書
が
で
き
る
よ
う

地
域
に
根
ざ
し
た
全
域
サ
ー
ビ
ス

を
進
め
る
︒

⑤
本
町
の
学
力
向
上
策
の
一
つ
が

﹁
減
メ
デ
ィ
ア
・
親
読
書
﹂
を
中

心
と
し
た
学
び
の
環
境
づ
く
り
の

取
組
で
︑
各
校
園
で
は
水
曜
日
を

ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
︒

　
読
書
の
習
慣
を
年
齢
の
低
い
時

期
か
ら
確
立
す
る
こ
と
は
︑
学
力

向
上
の
基
礎
固
め
を
行
う
も
の
で

家
庭
・
地
域
そ
の
他
関
係
機
関
と

十
分
連
携
し
︑
ま
ち
じ
ゅ
う
総
が

か
り
の
運
動
に
発
展
さ
せ
た
い
︒

全
国
的
に
児
童
虐
待
相
談

件
数
は
増
加
し
、
死
亡
事

例
な
ど
も
発
生
し
、
県
で
も
相
談

件
数
は
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
。

①
本
町
の
取
り
組
み
と
支
援
は
。

②
国
の
児
童
虐
待
防
止
対
策
体
制

総
合
強
化
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
「
子

ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
の
設

置
に
つ
き
、
本
町
の
考
え
方
は
。

︵
子
ど
も
支
援
課
長
︶

①
本
町
は
︑
年
間
２
０
０
件
を
超

え
る
相
談
件
数
が
あ
り
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化
に
努
め
︑
以
下
の

取
り
組
み
を
し
て
い
る
︒

・
児
童
虐
待
の
発
生
予
防
と
し

て
︑
子
育
て
に
関
す
る
相
談
対
応

や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

子
育
て
を
支
え
る
事
業
を
行
っ
て

い
る
︒

・
虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
や

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
家
庭
を

早
期
に
発
見
し
︑
適
切
な
保
護
や

支
援
を
行
う
た
め
︑
児
童
相
談

所
︑
警
察
︑
病
院
︑
学
校
や
園
な

ど
が
︑
情
報
を
共
有
し
︑
対
応
し

て
い
る
︒

・
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
の
自
立

に
向
け
て
︑
親
子
関
係
の
再
構
築

や
里
親
な
ど
で
の
家
庭
養
育
の
推

進
︑
18
歳
以
上
の
人
へ
の
支
援
な

ど
︑
児
童
相
談
所
が
行
う
支
援
を

町
が
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
︑
子
ど

も
た
ち
に
寄
り
添
っ
た
関
わ
り
を

行
っ
て
い
る
︒

②
す
で
に
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
と
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
︒
今
あ
る
機
関

が
よ
り
連
携
を
深
め
対
応
す
る
と

共
に
︑
現
状
に
あ
っ
た
組
織
体
制

を
構
築
し
て
い
き
た
い
︒

問

答

答

答

児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て

図
書
館
機
能
の
充
実
に
つ
い
て

新
ご
み
処
理
施
設
に
関
し
て

徳田　文治 議員徳田　文治 議員
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問
私
は
、
地
域
の
代
表
と

し
て
愛
荘
町
議
会
で
一

般
質
問
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
都

度
、
町
長
を
は
じ
め
各
担
当
課
の

職
員
か
ら
の
答
弁
を
聞
い
た
が
、

そ
の
後
の
質
問
に
対
す
る
進
捗
状

況
な
ど
の
説
明
等
が
全
く
な
い
。

議
場
で
の
説
明
、
答
弁
だ
け
で
そ

の
場
を
乗
り
越
え
て
い
る
よ
う
に

し
か
思
え
な
い
。
質
問
に
対
す
る

セ
レ
モ
ニ
ー
的
な
答
弁
は
や
め
て

い
た
だ
き
た
い
。
も
っ
と
町
民
フ

ァ
ー
ス
ト
の
気
持
ち
を
持
っ
て
問

題
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

︵
総
務
担
当
政
策
監
︶

　
議
員
か
ら
の
一
般
質
問
に
つ
い

て
は
︑
議
会
終
了
後
速
や
か
に
各

所
管
に
質
問
の
要
旨
と
回
答
内
容

を
ま
と
め
る
よ
う
指
示
し
︑
情
報

共
有
︑
な
ら
び
に
進
捗
管
理
の
も

と
必
要
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
る
︒

　
質
問
で
は
進
捗
状
況
な
ど
︑
説

明
等
が
全
く
無
く
︑
議
場
の
セ
レ

モ
ニ
ー
的
な
答
弁
と
の
こ
と
で
あ

る
が
︑
決
し
て
そ
の
よ
う
な
思
い

は
な
い
︒

　
指
摘
い
た
だ
い
た
こ
と
は
︑
真

摯
に
受
け
止
め
︑
議
員
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
一
層
図

っ
て
い
く
︒

愛
荘
町
東
部
に
お
け
る
代

表
的
な
観
光
施
設
に
つ
い

て
は
金
剛
輪
寺
が
あ
り
、
11
月
に

は
紅
葉
の
見
ご
ろ
を
迎
え
、
た
く

さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

　

ま
た
、
近
く
に
は
金
剛
苑
や
歴

史
文
化
博
物
館
、
町
内
外
の
観
光

地
の
紹
介
や
特
産
物
を
販
売
し
て

い
る
湖
東
三
山
館
、
矢
取
地
蔵
で

有
名
な
仏
心
寺
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
Ｐ
Ｒ
が
行
き
届
い
て

い
な
い
の
か
、
日
本
全
体
で
は
外

国
人
が
３
千
万
〜
４
千
万
人
が
訪

れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

６
年
前
に
Ｉ
Ｃ
が
設
置
さ
れ
た
も

の
の
、
愛
荘
町
を
訪
れ
る
観
光
客

は
じ
り
貧
状
態
で
あ
る
。
も
っ
と

マ
ス
コ
ミ
の
力
を
利
用
し
て
観
光

客
を
呼
び
込
む
な
ど
の
名
案
が
な

い
か
尋
ね
る
。

　

ま
た
、
湖
東
三
山
館
の
今
後
の

運
営
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
加
え

る
よ
う
に
会
議
で
話
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
調
査
の
結
果
は
い
か
な
る
も

の
か
。

︵
産
業
担
当
政
策
監
︶

　
合
併
以
前
か
ら
の
悲
願
で
あ
っ

た
﹁
湖
東
三
山
Ｓ
Ｉ
Ｃ
﹂
が
平
成

25
年
10
月
に
開
通
し
︑
交
通
量
も

当
初
の
計
画
は
１
日
２
︐３
０
０

台
の
予
想
に
対
し
︑
３
月
末
の
デ

ー
タ
で
は
４
︐５
４
９
台
に
増
え

て
き
て
い
る
︒

　
観
光
の
中
心
と
な
る
金
剛
輪
寺

の
観
光
客
数
は
︑
平
成
30
年
全
体

で
約
７
５
︐
０
０
０
人
に
対
し
︑

シ
ー
ズ
ン
の
11
月
は
全
体
の
約
７

割
と
集
中
し
て
い
る
︒

　
普
段
に
お
い
て
も
︑
こ
の
活
気

を
呼
び
込
も
う
と
農
林
商
工
課
で

は
観
光
物
産
推
進
室
を
設
置
し
︑

観
光
振
興
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

お
り
︑
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
だ
け
で
な

く
四
季
折
々
の
愛
荘
町
を
発
信
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
︒

　
特
に
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
は
︑
効
果
的
な
観
光
発

信
で
あ
り
︑
滋
賀
県
で
も
映
画
や

テ
レ
ビ
の
ロ
ケ
地
︑
Ｃ
Ｍ
撮
影
を

誘
致
し
て
お
り
︑
愛
荘
町
に
お
い

て
も
映
画
撮
影
等
の
実
績
も
あ
る
︒

今
後
も
各
観
光
関
連
機
関
と
密
に

連
絡
を
と
り
︑
愛
荘
町
の
観
光
施

設
や
資
源
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
︒

　
次
に
﹁
湖
東
三
山
館
あ
い
し
ょ

う
﹂
の
経
営
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
︑

現
在
︑
秦
荘
観
光
協
会
に
指
定
管

理
を
お
願
い
し
て
い
る
が
︑
そ
の

指
定
管
理
も
今
年
度
末
で
終
了
す

る
こ
と
も
踏
ま
え
︑
町
の
東
の
玄

関
口
で
あ
る
本
施
設
の
さ
ら
な
る

可
能
性
を
求
め
︑
来
場
者
か
ら
愛

さ
れ
る
施
設
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
︑
専
門
業
者
に
よ
る
課
題
の
洗

い
出
し
と
調
査
を
行
い
︑
４
回
の

検
討
委
員
会
を
開
催
し
︑
意
見
を

い
た
だ
い
て
い
る
︒

　
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
説
明

し
︑
観
光
振
興
の
拠
点
と
し
て
︑

町
の
魅
力
を
発
信
し
︑
活
気
あ
る

施
設
と
な
る
よ
う
︑
関
係
者
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
︒

問

問答

答

澤田　源宏 議員澤田　源宏 議員

問
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
は
、
ド

ア
ツ
ー
ド
ア
で
は
な
く
、

高
齢
者
が
買
い
物
に
タ
ク
シ
ー
で

行
く
の
は
気
が
引
け
る
と
の
声
も

あ
り
、
利
用
者
が
求
め
る
真
の
公

共
交
通
に
な
り
得
て
い
な
い
の
も

事
実
。
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
や
循
環

バ
ス
の
よ
う
に
、
公
共
が
移
動
提

供
時
刻
を
何
本
か
設
定
し
、
利
用

者
に
選
ん
で
も
ら
う
方
式
よ
り
、

利
便
性
を
高
め
る
た
め
利
用
者
が

移
動
時
刻
を
決
め
、
公
共
や
運
営

主
体
が
そ
れ
に
合
わ
す
方
式
が
ム

ダ
が
な
く
効
率
的
。
南
山
城
村
で

今
年
か
ら
始
ま
る
次
世
代
交
通
サ

ー
ビ
ス
の
先
行
事
例
や
、
従
前
の

公
共
交
通
空
白
地
有
償
運
送
の
手

法
を
検
討
し
、
町
全
体
で
マ
イ
カ

ー
有
償
運
送
を
シ
ス
テ
ム
化
す
べ

き
。

︵
町
長
︶

　
湖
東
圏
域
に
お
い
て
︑
既
に
交

通
事
業
者
と
の
連
携
・
協
力
の
も

と
に
地
域
公
共
交
通
の
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り
︑
お
尋
ね
の
マ
イ

カ
ー
有
償
運
送
に
つ
い
て
は
︑
早

急
に
導
入
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
が
︑
既
存
の
近
江
鉄
道
線
や

町
内
バ
ス
路
線
へ
の
財
政
支
援
に

加
え
︑
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
の
利
用

啓
発
や
利
便
性
向
上
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
︒

働
き
方
改
革
が
全
国
規

模
で
推
進
さ
れ
つ
つ
あ

る
現
在
、
公
務
員
に
お
い
て
も
率

先
垂
範
し
て
働
き
方
改
革
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　

①
長
時
間
労
働
の
解
消

６
月
に
脳
血
管
疾
患
で
某
課
長
が

倒
れ
ら
れ
た
が
、
連
日
残
業
が
続

い
て
い
た
よ
う
だ
。
管
理
職
の
時

間
外
勤
務
時
間
の
把
握
方
法
は
。

ま
た
過
労
死
ラ
イ
ン
と
さ
れ
て
い

る
、
月
80
時
間
超
え
の
管
理
職
は

月
毎
に
何
人
か
。

②
正
規
・
非
正
規
職
員
の
給
与
等

格
差
是
正

４
月
現
在
の
正
規
・
非
正
規
職
員

数
と
、
非
正
規
職
員
の
給
与
・
賃

金
等
格
差
是
正
の
考
え
方
・
内
容
は
。

︵
副
町
長
︶

①
管
理
職
は
時
間
外
勤
務
手
当
の

支
給
対
象
で
な
い
た
め
︑
シ
ス
テ

ム
管
理
は
行
っ
て
お
ら
ず
︑
長
時

間
勤
務
に
な
っ
た
場
合
︑
上
司
の

声
掛
け
程
度
で
業
務
を
調
整
す
る

ル
ー
ル
は
な
か
っ
た
︒
ま
た
80
時

間
超
の
管
理
職
は
︑
４
月
３
人
５

月
２
人
︑
６
月
１
人
︑
７
月
２
人

で
あ
っ
た
︒

②
４
月
現
在
の
正
規
職
員
は
１
８

０
人
で
︑
臨
時
職
員
は
79
人
︑
嘱

託
職
員
は
91
人
︒
同
一
労
働
同
一

賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
国
か
ら
示

さ
れ
て
お
り
︑
正
社
員
と
非
正
規

雇
用
労
働
者
の
間
で
︑
い
か
な
る

不
合
理
な
待
遇
を
禁
止
し
て
い
る
︒

現
在
来
年
４
月
か
ら
の
格
差
是
正

に
向
け
て
︑﹁
同
一
労
働
同
一
賃

金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
お
よ
び
地
方

公
務
員
法
に
基
づ
き
︑
町
に
お
け

る
﹁
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
﹂

の
検
討
準
備
を
行
っ
て
い
る
︒

４
月
５
月
の
管
理
職
の
80

時
間
超
人
数
に
、
某
課
長

は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。
含
ま
れ

て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
発
症
し
た
の
で

は
な
い
か
。
か
え
す
が
え
す
残
念

だ
。
こ
う
し
た
時
間
外
勤
務
が
長

期
間
に
わ
た
り
発
症
し
た
場
合
、

公
務
災
害
で
な
い
の
か
。

︵
副
町
長
︶

　
含
ま
れ
て
い
る
︒
公
務
災
害
認

定
は
本
人
ま
た
は
家
族
の
申
請
に

な
る
︒
求
め
が
あ
れ
ば
︑
必
要
な

資
料
は
提
供
し
た
い
︒

今
後
に
向
け
て
、
「
愛
荘

版
町
職
員
働
き
方
改
革
」

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

︵
町
長
︶

　
職
員
の
健
康
管
理
を
第
一
と
し
︑

働
き
や
す
い
職
場
と
な
る
よ
う
︑

管
理
職
を
含
め
職
員
一
人
ひ
と
り

の
意
識
改
革
を
進
め
て
い
る
︒

台
風
や
地
震
さ
ら
に
は
凶

悪
事
件
対
応
な
ど
、
町
長

は
災
害
等
対
策
本
部
長
と
し
て
い

ち
早
く
町
役
場
に
駆
け
付
け
、
対

策
本
部
を
立
ち
上
げ
指
揮
・
命
令

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
早
急

な
体
制
づ
く
り
を
考
え
る
と
き
、

町
の
ト
ッ
プ
の
実
際
の
居
場
所
・

居
住
地
に
つ
い
て
は
、
内
外
に
公

言
が
必
要
。
５
月
に
私
に
明
言
さ

れ
た
町
内
「
市
」
で
の
居
住
実
態

に
つ
い
て
、
「
市
」
の
住
民
の
み

な
さ
ん
と
町
民
に
明
言
を
求
め
る
。

︵
町
長
︶

　
﹁
市
﹂
が
私
の
住
ま
い
で
あ
る
︒

答

問答

問答

問問答 答

村西　作雄 議員村西　作雄 議員

町全体でマイカー有償運送の
システム化を

高齢者外出支援システム
の再構築
Q

早急な導入はむつかしいA

議場だけの答弁だけでなく、
進捗状況の説明を

一般質問の意義
Q

真摯に受け止め議員とのコミュニケーションを
より一層図る

A

高
齢
者
外
出
支
援
シ
ス
テ
ム
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
再
構
築

町
職
員
の
働
き
方
改
革
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み

災
害
等
対
策
本
部
の
立
ち
上
げ

　
に
か
か
る
指
揮
・
命
令
体
制

一
般
質
問
の
意
義

東
部
の
観
光
開
発
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8月に開催された中山道宿場まつり

ゆめまちテラスえち

問問

問

ゆ
め
ま
ち
テ
ラ
ス
え
ち
の

目
的
は
、
愛
荘
町
の
顔
に

ど
の
よ
う
な
形
で
接
近
す
る
の
か
。

顔
づ
く
り
で
大
事
に
し
て
ほ
し
い

こ
と
は
「
愛
知
高
等
学
校
」
の
灯

を
消
さ
な
い
「
ま
ち
づ
く
り
」
に

位
置
づ
け
る
べ
き
。
町
長
の
施
設

づ
く
り
の
見
識
を
問
う
。

︵
町
長
︶

　
行
政
が
担
う
こ
と
に
つ
い
て
の

合
理
性
︑
そ
し
て
時
の
要
請
︑
時

流
に
乗
っ
た
も
の
で
あ
る
か
と
い

っ
た
点
を
踏
ま
え
︑
施
設
づ
く
り

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

リ
バ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
の

ご
み
処
理
の
負
荷
を
少
な

く
す
る
た
め
、
家
庭
ご
み
は
分
別

収
集
の
拡
大
や
大
型
ご
み
の
収
集

で
減
量
化
に
努
め
て
い
る
。
事
業

系
ご
み
の
減
量
化
は
さ
れ
て
い
る

の
か
。  ︵

く
ら
し
安
全
環
境
課
長
︶

　
事
業
所
へ
の
分
別
啓
発
は
︑
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
み
の
出
し
方
を

記
載
し
て
い
る
︒

ご
み
処
理
の
広
域
化
は

「
問
題
・
課
題
」
の
希
薄

化
を
進
め
る
。
彦
愛
犬
広
域
ご
み

処
理
は
「
わ
が
町
の
ご
み
は
、
わ

が
町
で
処
理
す
る
」
基
本
理
念
か

ら
乖
離
し
て
い
く
。
新
ご
み
処
理

施
設
の
供
用
開
始
ま
で
10
年
は
要

す
る
。
リ
バ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

  ︵
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
︶

　
平
成
30
年
度
の
旧
愛
知
郡
４
町

と
犬
上
郡
３
町
の
可
燃
ご
み
量
は
︑

事
業
・
公
共
系
で
２
３
２
３
㌧
︑

家
庭
系
で
は
８
０
５
８
㌧
︒
愛
荘

町
か
ら
の
可
燃
ご
み
量
は
︑
事

業
・
公
共
系
で
８
２
２
㌧
︑
家
庭

系
で
は
３
１
０
３
㌧
で
あ
る
︒
平

成
９
年
３
月
の
竣
工
か
ら
22
年
が

経
過
し
︑
そ
の
間
︑
処
理
能
力
の

２
倍
近
く
を
処
理
し
て
い
た
た
め

機
械
の
損
傷
が
進
み
修
繕
費
用
が

高
額
に
な
っ
て
い
る
︒
固
形
燃
料

化
の
売
却
額
は
３
０
０
万
円
︒
し

か
し
︑
固
形
燃
料
の
運
搬
費
は
３

２
０
０
万
円
で
支
出
が
収
入
の
10

倍
に
な
っ
て
い
る
現
状
︒
事
業
所

等
に
も
︑
文
章
で
ご
み
の
減
量

化
・
リ
サ
イ
ク
ル
化
の
協
力
を
求

め
て
い
く
︒

山
川
原
地
域
総
合
セ
ン
タ

ー
は
、
防
災
機
能
を
も
っ

て
新
築
さ
れ
た
。
こ
の
施
設
は
、

地
域
に
限
定
し
た
施
設
な
の
か
広

域
的
施
設
な
の
か
問
う
。

︵
副
町
長
︶

　
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
は
︑
あ
ら

ゆ
る
差
別
を
な
く
し
︑
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
︑
福
祉
の
向
上
や
人
権
啓

発
及
び
教
育
文
化
の
振
興
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
住
民
交
流
の

拠
点
と
な
る
開
か
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
︑
生
活
課

題
に
応
じ
た
各
種
相
談
事
業
︑
地

域
福
祉
事
業
︑
人
権
啓
発
及
び
広

報
活
動
︑
住
民
交
流
促
進
事
業
な

ど
︑
地
域
社
会
に
密
着
し
た
広
域

施
設
で
あ
る
︒

公
共
施
設
個
別
施
設
計

画
で
は
、「
類
似
す
る
公

共
施
設
を
複
数
保
有
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
財
政
負
担
や
利
用
状
況

等
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
施

設
の
統
廃
合
を
検
討
す
る
」
と
し

て
い
る
。

　

山
川
原
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
の

新
築
で
、
他
の
地
域
総
合
セ
ン
タ

ー
の
類
似
施
設
と
の
位
置
づ
け
か

ら
除
外
さ
れ
る
の
か
。

︵
副
町
長
︶

　
新
た
な
山
川
原
地
域
総
合
セ
ン

タ
ー
は
︑
広
域
の
一
時
避
難
所
と

し
て
の
機
能
を
併
せ
持
つ
が
︑
他

の
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
と
類
似
す

る
施
設
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
︒

問

問

答答

答

答

答

リ
バ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　

現
状
と
課
題

山
川
原
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー

新
築
と
公
共
施
設
個
別
施
設

計
画

辰己　保 議員辰己　保 議員

問
こ
れ
か
ら
の
地
方
創
生
や

地
域
活
性
化
を
考
え
る
う

え
で
観
光
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ

り
、
ま
た
観
光
振
興
へ
の
取
り
組

み
こ
そ
が
ま
ち
づ
く
り
の
一
端
と

な
る
と
考
え
る
。
過
疎
化
や
高
齢

化
に
直
面
し
て
い
る
地
方
に
お
い

て
も
、
観
光
や
交
流
人
口
を
増
や

そ
う
と
観
光
振
興
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
自
治
体
は
少
な
く

な
い
。
端
的
に
言
え
ば
町
外
か
ら

ど
れ
だ
け
外
貨
を
獲
得
す
る
か
で

あ
り
、
結
果
的
に
は
町
の
財
政
を

ど
の
よ
う
に
増
や
す
か
が
、
町
の

福
祉
・
教
育
な
ど
の
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
そ
こ

で
、
町
の
観
光
振
興
の
考
え
は
。

ま
た
、
町
は
ど
ん
な
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
い
る
の
か

尋
ね
る
。︵

町
長
︶

　
各
自
治
体
に
お
い
て
も
︑
創
意

と
工
夫
に
よ
る
観
光
振
興
が
鍵
を

握
っ
て
い
る
︒
当
町
は
今
年
度
よ

り
農
林
商
工
課
内
に
﹁
観
光
物
産

推
進
室
﹂
を
設
置
し
︑
住
ん
で
い

る
人
が
誇
り
あ
る
輝
く
ま
ち
を
つ

く
り
︑
訪
れ
た
人
が
地
域
の
豊
か

さ
に
ふ
れ
︑
再
び
訪
れ
た
く
な
る

よ
う
な
︑
観
光
・
交
流
の
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
︒
ま
た
︑

町
の
観
光
振
興
を
図
る
指
針
と
な

る
︵
仮
称
︶
愛
荘
町
観
光
物
産
振

興
計
画
の
策
定
を
進
め
て
お
り
︑

交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
︑
地
域
資

源
の
魅
力
を
再
認
識
し
︑
愛
着
と

誇
り
を
醸
成
す
る
こ
と
で
観
光
ま

ち
づ
く
り
の
機
運
を
高
め
︑
来
訪

者
に
町
の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
考

え
る
︒

　
さ
ら
に
︑
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
︑
地
域
再
生
や
住

民
協
働
な
ど
様
々
な
概
念
の
中
の

ひ
と
つ
と
し
て
観
光
振
興
が
あ
り
︑

目
指
す
も
の
は
住
民
の
参
加
意
欲

や
町
の
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
る
こ
と

で
あ
る
︒
こ
の
こ
と
は
︑
効
果
と

し
て
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
地
域

側
が
自
ら
地
域
の
魅
力
を
提
起
し
︑

地
域
の
人
々
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を

提
供
し
︑
観
光
客
に
外
か
ら
は
見

え
な
か
っ
た
体
験
価
値
や
発
見
の

機
会
を
与
え
る
着
地
型
観
光
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
り
︑
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
や
農
家
民
泊
の
推
進

が
こ
れ
に
寄
与
し
て
い
る
︒

昨
年
総
工
費
４
億
４
千

８
０
０
万
円
で
昨
年
の

夏
に
オ
ー
プ
ン
し
た
愛
知
川
ふ
れ

あ
い
本
陣
。

　

指
定
管
理
業
者
の
業
務
が
適
正

に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
や
月
次
の
報
告
に
よ
り

改
善
指
導
し
て
い
る
の
か
。

︵
農
林
商
工
課
長
︶

　
当
初
の
目
標
で
あ
っ
た
﹁
住
民

の
方
な
ど
が
気
軽
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
施
設
﹂
と
い
う
事
に
お
い

て
一
定
の
成
果
が
あ
が
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
︒

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
︑
﹁
愛
荘
町

指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
制
度
に
関
す
る
基
本

方
針
﹂
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
る
︒

月
次
の
報
告
を
い
た
だ
き
︑
意
見

交
換
を
行
い
改
善
指
導
し
て
い
る
︒

　
来
場
者
数
︵
平
成
30
年
度
１
か

月
平
均
は
︑
情
報
発
信
施
設
２
３

０
０
人
︑
な
ご
み
カ
フ
ェ
１
１
７

０
人
︑
体
験
交
流
施
設
３
７
０
人

で
︑
宿
泊
は
10
月
か
ら
プ
レ
オ
ー

プ
ン
し
︑
６
か
月
で
50
人
の
宿
泊

者
が
あ
っ
た
︒

愛
知
川
ふ
れ
あ
い
本
陣

を
拠
点
に
、
中
山
道
全

体
の
活
性
化
の
取
り
組
み
は
。

︵
農
林
商
工
課
長
︶

　
愛
荘
町
観
光
物
産
振
興
計
画
に

つ
い
て
︑
有
識
者
を
交
え
た
策
定

委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
お
り
︑
そ

の
中
で
中
山
道
愛
知
川
宿
の
活
性

化
に
つ
い
て
も
議
論
い
た
だ
け
れ

ば
と
考
え
て
い
る
︒

問

答

答

問答

森野　隆 議員森野　隆 議員

愛荘町の観光について

わが町の観光振興は

Q
（仮称）愛荘町観光物産振興計画を策定し
活性化を進める

A

Q

A

ゆ
め
ま
ち
テ
ラ
ス
の
利
活
用

事
業
系
ご
み
の
分
別
化

山
川
原
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー

わ
が
町
の
観
光
に
つ
い
て

１
年
が
経
過
し
た
街
道
交
流

館
愛
知
川
ふ
れ
あ
い
本
陣
の

現
状
と
今
後

愛知高等学校を意識した「施設づくり」
を求める

愛荘町の顔
「ゆめまちテラスえち」

施設づくり・施設のあり方の哲学は
持続可能性である

＊
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

地
方
自
治
体
が
行
う
﹁
宣
伝
広

報
・
営
業
活
動
﹂
の
こ
と
を
言
う
︒

か
い
り
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「
た
ば
こ
は
町
内
で
買
い
ま
し

ょ
う
」の
啓
発
活
動
に
つ
い
て

町内啓発看板

問問

問

近
年
の
役
所
は
、
ど
こ
の

市
町
も
公
務
員
人
気
で
あ

る
。
愛
荘
町
に
採
用
さ
れ
た
若
い

職
員
の
定
着
率
は
い
か
が
か
。
職

場
内
の
問
題
で
退
職
さ
れ
た
方
が

お
ら
れ
た
と
し
た
ら
、
ど
こ
に
問

題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

︵
町
長
︶

　
平
成
27
年
度
か
ら
今
年
度
ま
で

の
採
用
者
61
名
の
う
ち
︑
保
健
師

や
保
育
士
等
14
名
︑
一
般
行
政
１

名
が
退
職
し
て
い
る
︒
退
職
理
由

の
詳
細
は
把
握
し
て
い
な
い
が
︑

県
下
で
も
専
門
職
は
常
時
募
集
を

行
っ
て
い
る
市
町
が
多
く
︑
流
動

性
の
高
い
職
で
あ
る
と
伺
え
る
︒

今
後
︑
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
行
い
な

が
ら
︑
こ
う
し
た
専
門
職
の
定
着

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
︒

年
度
末
の
退
職
者
の
中
に

は
、
定
年
退
職
者
の
ほ
か

に
、
中
途
退
職
を
選
択
さ
れ
た
方

も
お
ら
れ
る
。
優
秀
な
職
員
の
方

が
中
途
退
職
に
至
る
と
い
う
こ
と

は
残
念
で
あ
り
、
そ
の
原
因
が
町

に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
心
配

も
し
て
い
る
。
昨
年
度
末
の
定
年

退
職
者
以
外
の
方
々
の
人
数
と
、

そ
の
退
職
原
因
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
を
尋
ね
る
。

︵
町
長
︶

　
昨
年
度
末
の
退
職
者
数
は
19
名

で
︑
定
年
退
職
者
５
名
を
除
く
内

訳
は
︑
保
健
師
２
名
︑
保
育
士
・

教
諭
が
７
名
︑
一
般
行
政
が
５
名

と
な
っ
て
い
る
︒
退
職
の
理
由
に

は
︑
結
婚
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
等

そ
れ
ぞ
れ
の
将
来
設
計
や
︑
ご
自

身
の
体
調
と
関
連
す
る
仕
事
へ
の

気
概
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
︒

つ
い
３
ヶ
月
前
、
課
長
職

職
員
が
急
激
な
体
調
不
良

で
緊
急
入
院
と
な
っ
た
。
働
き
方

改
革
関
連
法
が
施
行
さ
れ
た
本
年

４
月
以
降
の
出
来
事
で
あ
る
。
日

常
的
に
、
深
夜
ま
で
の
残
業
や
休

日
勤
務
が
続
く
職
員
が
お
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
で
は
、
魅

力
あ
る
職
場
と
は
い
え
な
い
。
働

き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
の
考

え
方
・
取
り
組
み
状
況
を
尋
ね
る
。

︵
町
長
︶

　
し
っ
か
り
と
働
き
方
改
革
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
職

員
一
人
ひ
と
り
が
︑
や
り
が
い
や

充
実
感
を
感
じ
な
が
ら
︑
健
康
で

い
き
い
き
働
き
︑
限
ら
れ
た
時
間

で
高
い
成
果
を
目
指
し
︑
個
性
と

能
力
を
最
大
限
生
に
発
揮
す
る
と

と
も
に
︑
事
務
の
効
率
化
を
は
じ

め
と
す
る
見
直
し
な
ど
︑
よ
り
働

き
や
す
い
職
場
と
な
る
よ
う
進
め

て
い
る
︒
各
所
属
で
︑
業
務
に
適

し
た
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
へ

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
で
︑
よ
り
魅
力
的
な
職
場
づ
く

り
を
目
指
し
た
い
︒

近
年
は
、
喫
煙
場
所
の
制

限
、
た
ば
こ
価
格
の
上
昇
、

健
康
管
理
面
な
ど
か
ら
、
た
ば
こ

の
消
費
が
減
少
し
て
い
る
。
大
変

良
い
傾
向
と
考
え
る
が
、
ま
だ
ま

だ
喫
煙
さ
れ
る
方
々
も
お
ら
れ
る
。

町
と
し
て
も
、
た
ば
こ
税
を
財
源

の
一
部
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。

喫
煙
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
状
況

下
に
お
い
て
も
、
「
た
ば
こ
は
町

内
で
買
い
ま
し
ょ
う
」
の
運
動
は

積
極
的
に
続
け
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
近
年
の
た
ば
こ
税
の
収
入
状

況
と
、
「
た
ば
こ
は
町
内
で
買
い

ま
し
ょ
う
」
運
動
の
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

︵
税
務
課
長
︶

　
た
ば
こ
税
は
︑
徴
収
コ
ス
ト
が

極
め
て
少
な
い
町
の
貴
重
な
財
源

で
あ
る
︒
愛
荘
町
の
た
ば
こ
税
収

入
の
状
況
は
︑
平
成
25
年
度
が
約

１
億
５
千
万
円
︑
平
成
29
年
度
が

約
１
億
３
千
万
円
と
減
収
傾
向
に

あ
る
︒
た
ば
こ
の
値
上
げ
や
健
康

増
進
法
の
一
部
改
正
な
ど
か
ら
︑

近
年
︑
町
内
で
組
織
さ
れ
る
た
ば

こ
小
売
振
興
会
で
は
︑
昔
の
よ
う

な
﹁
た
ば
こ
は
地
元
で
買
い
ま
し

ょ
う
﹂
の
啓
発
運
動
は
で
き
て
い

な
い
︒
行
政
と
し
て
は
︑
健
康
問

題
︑
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取
り

組
む
と
と
も
に
︑
引
き
続
き
︑
た

ば
こ
小
売
店
と
の
連
携
を
図
り
︑

た
ば
こ
税
の
増
収
に
努
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

問

答

答答

答

吉岡　ゑミ子 議員吉岡　ゑミ子 議員 伊谷　正昭 議員伊谷　正昭 議員

働きやすい職場環境づくりの考え方は

町職員の処遇

Q

より魅力的な職場作りを目指したいA

町
職
員
の
処
遇
に
つ
い
て

問問
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
を
推
進

す
る
た
め
認
知
度
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

︵
企
画
担
当
政
策
監
︶

　
地
方
創
生
の
実
現
に
も
資
す
る

も
の
で
︑
ま
ち
全
体
で
統
一
感
を

持
ち
︑
効
果
的
か
つ
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
し
︑

住
民
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
特
徴
を
あ
わ

せ
て
理
解
い
た
だ
き
︑
認
知
度
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
︒

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
各
種
計
画
や

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
を
反
映
さ
せ
る
考
え
は
。

︵
企
画
担
当
政
策
監
︶

　
第
一
期
﹁
創
生
総
合
戦
略
﹂
の

最
終
年
度
で
︑
第
二
期
は
︑
総
合

戦
略
の
策
定
に
向
け
た
方
向
性
を

検
討
す
る
年
で
︑
町
は
国
や
県
の

総
合
戦
略
を
鑑
み
切
れ
目
な
く
改

訂
の
方
針
で
︑
第
二
期
に
お
い
て

も
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
原
動
力
と
し
た

地
方
創
生
を
実
現
で
き
る
各
種
計

画
と
関
連
付
け
て
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

特
徴
を
生
か
し
た
計
画
と
す
る
︒

町
教
育
大
綱
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
取
り
込
む
考
え
は
。

︵
教
育
次
長
︶

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
本
年
に
策
定
さ
れ

た
県
教
育
大
綱
に
掲
げ
ら
れ
て
お

り
︑当
町
も
︑Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を

踏
ま
え
た
教
育
を
実
践
し
︑﹁
愛

荘
町
な
ら
で
は
の
学
び
﹂
を
通
し

て
愛
着
や
誇
り
持
ち
︑
将
来
︑
貢

献
し
て
く
れ
る
人
材
に
育
っ
て
ほ

し
い
想
い
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点

を
踏
ま
え
た
方
針
や
目
標
を
教
育

大
綱
に
掲
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

高
齢
者
な
ど
の
自
家
用
車

を
運
転
で
き
な
い
人
の
移

動
手
段
と
し
て
、
愛
の
り
タ
ク
シ

ー
の
効
率
的
活
用
の
再
検
討
か
、

支
え
合
い
交
通
（
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
）
の
方
法
な
ど
、
町
と
し
て
早

急
に
真
剣
に
議
論
検
討
の
時
期
に

き
て
い
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

︵
町
長
︶

　
支
え
合
い
交
通
︵
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
︶
に
つ
い
て
は
︑
公
共
交
通
が

既
に
町
内
に
一
定
度
存
在
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
︑
新
た
に
導
入

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
︒

　
近
江
鉄
道
及
び
町
内
バ
ス
路
線

へ
の
財
政
支
援
に
加
え
︑
愛
の
り

タ
ク
シ
ー
の
利
用
啓
発
や
利
便
性

向
上
の
取
組
ん
で
い
る
︒
今
後
も

地
域
公
共
交
通
は
︑
地
域
全
体
の

喫
緊
の
課
題
と
し
て
︑
移
動
サ
ー

ビ
ス
の
先
進
事
例
の
調
査
・
研
究

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
︒

食
品
ロ
ス
に
つ
い
て
。

︵
福
祉
課
長
︶

　
削
減
推
進
法
が
公
布
さ
れ
︑
国

の
基
本
方
針
が
示
さ
れ
︑
当
町
に

お
い
て
は
︑
県
及
び
他
市
町
の
対

応
状
況
を
踏
ま
え
広
域
的
な
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
く
︒

子
ど
も
食
堂
等
の
活
動
が

進
み
、
継
続
す
る
に
は
資

源
、
資
金
、
人
材
確
保
に
課
題
が

あ
り
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
等
と

連
携
す
る
仕
組
み
が
必
要
と
思
う

が
そ
の
考
え
は
。

︵
福
祉
課
長
︶

　
現
状
は
︑
開
催
場
所
や
備
品
の

提
供
︑
食
材
の
確
保
は
地
域
の
方

や
町
内
外
の
企
業
︑
事
業
所
な
ど

の
寄
付
で
成
り
立
っ
て
い
る
︒
今

後
も
子
ど
も
食
堂
の
運
営
は
︑
少

し
で
も
多
く
の
方
々
か
ら
の
応
援

が
大
切
で
︑
町
社
協
と
と
も
に
仕

組
み
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
︒

通
学
な
ど
環
境
整
備
を

含
め
、
子
ど
も
見
守
り

の
た
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
な
ど
地
域
の
協
力
を

含
め
た
取
り
組
み
は
。

︵
教
育
次
長
︶

　
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向

け
︑
誰
も
が
平
等
に
質
の
高
い
教

育
を
受
け
ら
れ
︑
子
ど
も
も
大
人

も
い
つ
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
︑

ソ
フ
ト
︑ハ
ー
ド
両
面
に
わ
た
り﹁
見

守
り
活
動
﹂を
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
教
育
の
質
を

高
め
て
い
く
う
え
で
大
切
と
考
え

る
︒

問

問問

問

答答

答答

問答

答答

SDGsの認知度向上の取り組みは

SDGs（持続可能な開発目標）
の推進
Q
まち全体で統一感を持ち、住民の理解を
得ること

A

＊SDGs

：Sustainable 
Developm

ent 
Goals

：
︵
持
続
可
能
な
開
発
目
標
︶

は
︑
２
０
１
５
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト

で
採
択
さ
れ
た
世
界
共
通
の
目
標
で

あ
る
︒
限
ら
れ
た
地
球
上
の
資
源
を

使
い
果
た
す
こ
と
な
く
継
続
的
に
利

用
し
︑
誰
ひ
と
り
取
り
残
す
こ
と
な

く
︑
環
境
・
社
会
・
経
済
に
お
け
る

様
々
な
課
題
の
関
連
性
に
も
配
慮
し
︑

２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
17

の
目
標
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が

設
定
さ
れ
て
い
る
︒

持
続
可
能
な
開
発
目
標

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
つ
い
て
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町内４小学校が運動会を開催（9月22日）

問

問

問

７
月
16
日
付
け
で
着
任
さ

れ
た
藤
塚
企
画
政
策
監
に

尋
ね
る
。
内
閣
府
の
地
方
創
生
人

材
支
援
制
度
に
基
づ
き
、
防
衛
省

よ
り
派
遣
さ
れ
た
が
、
愛
荘
町
の

印
象
と
地
方
創
生
を
担
う
、
企
画

政
策
監
と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

︵
企
画
担
当
政
策
監
︶

　
最
初
に
感
じ
た
の
が
︑
今
後
の

発
展
に
向
け
た
余
地
を
非
常
に
有

し
て
い
る
町
と
言
う
こ
と
で
あ
る
︒

例
え
ば
︑町
の
立
地
︑農
業
・
観
光

資
源
と
い
う
観
点
に
お
い
て
︑
発

展
の
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
と
認

識
し
た
︒一
方
で
︑そ
の
優
位
性
を

ま
だ
十
分
に
は
発
揮
で
き
て
い
な

い
︒逆
に
言
え
ば
発
展
の
余
地
が

十
分
あ
る
と
考
え
る
︒例
え
ば
︑現

在
２
庁
舎
に
わ
た
っ
て
部
局
が
存

在
す
る
こ
と
は
︑
迅
速
な
意
思
決

定
や
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
阻
害
要
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
と
感
じ
て
い
る
し
︑

観
光
施
設
の
有
機
的
な
連
携
も
必

要
で
あ
る
︒少
子
高
齢
化
の
進
展

や
行
財
政
改
革
の
必
要
性
と
い
っ

た
社
会
情
勢
の
中
で
︑
各
地
域
の

生
活
利
便
性
や
特
色
を
維
持
︑
活

用
し
つ
つ
︑
今
後
10
年
20
年
間
の

ま
ち
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
を
住

民
の
皆
様
と
共
有
で
き
る
﹁
ま
ち

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
﹂全
体
構
想

の
構
築
に
向
け
早
急
に
取
り
組
む
︒

自
治
体
戦
略
２
０
４
０
構

想
の
人
口
動
向
に
よ
る
地

域
の
活
性
化
、
将
来
性
に
つ
い
て

問
う
。︵

企
画
担
当
政
策
監
︶

　
本
町
の
人
口
動
向
は
︑
20
年
後

の
２
０
４
０
年
に
は
︑
現
在
と
比

べ
て
増
加
と
な
る
予
測
と
な
っ
て

い
る
︒
全
国
の
多
く
の
自
治
体
が

人
口
減
少
に
よ
り
地
域
活
力
を
失

い
つ
つ
あ
り
︑
９
０
０
弱
の
自
治

体
が
消
滅
し
か
ね
な
い
と
の
指
摘

も
あ
る
中
で
︑
人
口
増
を
見
込
ん

で
い
る
こ
と
は
我
が
町
に
と
っ
て

チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
︑ま
た
人
口
増
加

の
段
階
で
も
進
行
す
る
少
子
高
齢

化
に
対
応
す
る
た
め
︑
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
︒

「
希
望
あ
る
地
方
創
生
」

の
実
現
に
向
け
た
個
別
分

野
の
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

︵
企
画
担
当
政
策
監
︶

　
本
年
は
第
２
期
﹁
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
﹂
の
策
定
に
向

け
た
方
向
性
を
検
討
す
る
重
要
な

年
と
な
る
︒各
分
野
の
課
題
を
踏

ま
え
︑
令
和
時
代
に
お
け
る
夢
と

希
望
あ
る
新
し
い
ま
ち
の
創
造

﹁
み
ら
い
創
生
﹂
の
実
現
に
向
け
︑

第
２
期
の
戦
略
の
策
定
及
び
一
体

的
な
地
方
創
生
政
策
の
推
進
を
図
る
︒

Ａ
Ｉ
（
人
口
知
能
）
ロ
ボ

ッ
ト
の
導
入
は
、
行
政
、

民
間
企
業
も
避
け
て
通
れ
な
い
も

の
と
思
う
が
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
問
う
。

︵
企
画
担
当
政
策
監
︶

　
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
か
ら
の
効

率
的
な
情
報
収
集
の
ほ
か
︑
車
両

の
自
動
化
な
ど
︑
ま
ち
づ
く
り
の

分
野
に
お
い
て
も
様
々
な
可
能
性

を
活
用
す
る
地
域
社
会
の
実
現
に

向
け
︑
日
々
実
証
実
験
が
行
な
わ

れ
て
い
る
︒
Ａ
Ｉ
を
含
め
た
科
学

技
術
は
想
像
す
る
以
上
に
進
ん
で

お
り
︑
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

実
現
に
向
け
︑
ア
ン
テ
ナ
を
高
く

し
︑
情
報
収
集
に
努
め
る
︒

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
啓
発
に
つ
い
て
問
う
。

︵
住
民
課
長
︶

　
愛
荘
町
の
国
か
ら
の
交
付
枚
数

は
２
３
８
３
枚
で
８
月
末
現
在
の

普
及
率
は
︑
11
・
18
％
︒

全
国
平
均
13
・
９
％
よ

り
低
い
。
令
和
２
年
か

ら
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
プ
レ
ミ
ア

ム
ポ
イ
ン
ト
付
き
自
治
体
ポ
イ
ン

ト
に
よ
る
買
い
物
を
可
能
と
す
る

制
度
、
令
和
３
年
に
は
健
康
保
険

証
と
し
て
代
用
出
来
る
ほ
か
、
医

療
費
控
除
の
手
続
き
が
出
来
る
な

ど
利
便
性
が
高
い
。
さ
ら
に
積
極

的
な
啓
発
を
求
め
る
。

︵
住
民
課
長
︶

　
月
１
回
︑
日
曜
日
に
休
日
交
付

日
を
設
け
︑
交
付
日
予
約
の
案
内

通
知
を
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
２
０

０
０
人
余
り
の
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
所
持
者
の
方
に
対
し
て
︑
有

効
期
限
前
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
切
り
替
え
て
頂
く
よ
う
︑
町

広
報
紙
等
で
の
啓
発
や
本
人
へ
の

通
知
を
し
て
普
及
推
進
し
て
い
く
︒

︵
経
営
戦
略
課
長
︶

　
消
費
活
性
化
や
健
康
保
険
証
利

用
の
仕
組
み
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
︒
い
ず
れ

に
し
て
も
カ
ー
ド
を
取
得
し
︑
そ

の
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
マ
イ
キ
ー

Ｉ
Ｄ
の
設
定
が
前
提
と
な
る
予
定

で
あ
り
︑
町
広
報
紙
等
で
周
知
に

努
め
る
︒

問問

問

答

答答

答 答

答答

村田　定 議員村田　定 議員 瀧　すみ江 議員瀧　すみ江 議員

持続可能な「まちづくり」に向けての
対策は

希望ある地方創生について
Q

「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定に
向けた方向性を検討する

A

愛
荘
町
に
着
任
さ
れ
て

問

問

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
は
、
１
人
に

つ
き
２
回
の
接
種
で
負
担
が
重
い
。

予
防
接
種
を
受
け
れ
ば
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
場
合
で
も

症
状
が
軽
く
な
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
へ
の
補
助
を
求
め
る
。

︵
健
康
推
進
課
長
︶

　
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
は
予
防
接
種
法
で
定
期
接

種
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
︑
補
助
は
行
わ
な
い
︒

特
別
支
援
教
育
に
お
け
る

保
護
者
の
相
談
体
制
と
、

そ
の
対
応
・
充
実
の
た
め
に
必
要

な
事
は
何
か
。

︵
教
育
長
︶

　
各
校
に
特
別
支
援
教
育
推
進
委

員
会
を
設
け
︑
関
係
教
員
が
組
織

的
対
応
で
︑
特
別
支
援
教
育
に
お

け
る
保
護
者
の
相
談
体
制
を
と
っ

て
い
る
︒
ま
た
各
校
に
特
別
支
援

教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
校
務

分
掌
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
︒
こ
れ
ら
の
教
員
は
︑
保
護

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
︑
専
門
的
な
助
言
を
行
う
等

し
て
︑
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を

築
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
︒

　
今
後
も
︑
特
別
支
援
教
育
推
進

委
員
会
を
保
護
者
相
談
の
窓
口
と

し
︑
保
護
者
に
と
っ
て
よ
り
よ
い

支
援
と
な
る
よ
う
︑
い
っ
そ
う
の

対
応
・
充
実
に
努
め
る
︒

中
学
校
へ
の
通
級
指
導
教

室
の
設
置
に
向
け
て
、
県

へ
の
要
望
を
求
め
る
。

︵
教
育
長
︶

　
愛
知
郡
・
犬
上
郡
の
中
で
調
整

し
な
が
ら
︑
検
討
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
︒

学
ぶ
力
向
上
支
援
事
業

向
上
支
援
事
業
補
助
金

１
町
５
０
０
万
円
・
６
町
で
３
０

０
０
万
円
が
来
年
度
か
ら
廃
止
に

な
ら
な
い
よ
う
、
６
町
で
県
へ
の

要
望
を
求
め
る
。

︵
教
育
長
︶

　
継
続
で
は
な
く
︑
新
た
な
補
助

制
度
の
新
設
を
構
築
し
よ
う
と
︑

３
回
に
渡
っ
て
県
と
６
町
教
育
委

員
会
が
協
議
し
て
き
た
︒
よ
り
よ

い
補
助
制
度
と
な
る
よ
う
県
に
対

し
て
協
議
し
︑強
く
要
望
し
て
い
る
︒

町
は
、
今
年
度
予
算
で

小
学
校
・
幼
稚
園
の
支

援
員
の
時
給
を
１
０
０
円
引
き
下

げ
る
等
、
弱
い
立
場
の
人
達
へ
の

し
わ
寄
せ
を
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

教
育
の
充
実
に
も
つ
な
が
ら
な
い

行
為
だ
と
考
え
る
。

　

現
場
の
声
と
状
況
を
把
握
し
、

そ
こ
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題
に
対

し
て
改
善
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

︵
教
育
長
︶

　
幼
稚
園
に
は
︑
３
歳
児
を
中
心

に
担
任
と
ク
ラ
ス
経
営
を
支
援
す

る
保
育
支
援
員
や
給
食
の
配
膳
指

導
な
ど
を
行
う
支
援
員
を
配
置
し

て
き
た
︒
ま
た
小
学
校
に
は
︑
１

年
生
の
ク
ラ
ス
数
に
応
じ
て
︑
生

活
支
援
や
給
食
の
配
膳
指
導
を
行

う
生
活
支
援
員
を
配
置
し
て
き
た
︒

　
現
場
の
状
況
を
把
握
し
︑
教
育

の
充
実
に
つ
な
が
り
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
な
る
よ
う
検
討
し
た
い
︒

同
和
行
政
の
到
達
点
を

ふ
ま
え
、
流
れ
を
変
え

て
い
る
市
町
が
あ
る
。
東
近
江
市

は
全
て
の
隣
保
館
を
地
元
自
治
会

に
無
償
譲
渡
し
た
。
米
原
市
で
は

２
つ
の
隣
保
館
を
地
元
自
治
会
に

無
償
貸
与
し
、
市
全
体
の
人
権
施

策
を
行
う
拠
点
施
設
を
１
つ
に
し

た
。

　

愛
荘
町
の
将
来
を
見
据
え
て
、

同
和
行
政
の
廃
止
に
向
け
た
意
識

変
革
と
実
行
に
取
り
組
ん
で
い
く

事
が
大
事
と
考
え
る
が
、
見
解
を

求
め
る
。︵

人
権
政
策
課
長
︶

　
部
落
差
別
は
日
本
固
有
の
重
大

な
人
権
問
題
で
あ
り
︑
部
落
差
別

を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
︑
女
性
・

高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
様
々
な

人
権
問
題
を
理
解
し
︑
様
々
な
差

別
や
偏
見
を
な
く
す
た
め
の
学
習

に
つ
な
が
っ
て
い
る
︒

問 答

問答

答

問問 答答

答

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

小
学
校
・
幼
稚
園
教
育

同
和
行
政
の
廃
止

現場の声と状況を把握し、問題を
改善することを求める

幼稚園・小学校の支援員
Q

教育の充実につながり子どもたちのために
なるよう、検討したい

A
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9/12 
愛知・犬上郡人権教育研究大会
（議長出席）

7/27
平和のつどい
（議長・副議長出席）

9/8
愛荘町防災訓練
（全議員出席）

9/21 
東近江地区秋の交通安全出動式
（議長出席）

7/31
びわこ京阪奈線（仮称）鉄道
建設期成同盟会総会
（議長出席）

9/22
各小学校運動会
（全議員出席）

議会活動
日誌

議会活動
日誌

１２月　３日（火）　一般質問（１２月議会開会）　　9：00～
１２月　４日（水）　一般質問・議案審議　　　　　　9：00～
１２月１９日（木）　議案審議（１２月議会閉会） 　10：00～

　　　　　　　　　　　　（内容　事務事業の進捗状況）
１２月１０日（火）　総務産業建設常任委員会　総務部門　　　　9：00～
１２月１１日（水）　総務産業建設常任委員会　産業建設部門　　9：00～
１２月１２日（木）　教育民生常任委員会　　　民生部門　　　　9：00～
１２月１３日（金）　教育民生常任委員会　　　教育部門　　　　9：00～

本会議（場所　議場）

常任委員会（場所　第1委員会室）

あなたも議会を傍聴しませんかあなたも議会を傍聴しませんかあなたも議会を傍聴しませんか

インターネットでも
配信しています。
愛荘町ホームページから

http://www.town.aisho.shiga.jp
トップページのここをクリック

12月定例会

議会事務局 ： TEL FAX42ｰ7670 42ｰ7698
上記の本会議・委員会を
傍聴できます。

詳しくは事務局へお問い合わせください。

高橋　正夫 議員高橋　正夫 議員

問

問

台
風
10
号
に
よ
り
大
雨
警

報
が
発
令
さ
れ
た
が
、
町

は
ど
の
よ
う
に
危
機
管
理
対
応
さ

れ
た
の
か
。

︵
町
長
︶

　
大
雨
警
報
が
発
令
さ
れ
た
直
後
︑

速
や
か
に
警
戒
本
部
を
設
置
し
︑

警
戒
体
制
を
維
持
︑
情
報
収
集
を

継
続
し
て
行
い
台
風
が
最
接
近
し
︑

暴
風
域
に
入
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

た
こ
と
か
ら
︑
住
民
の
不
安
を
取

り
除
く
た
め
︑
午
後
１
時
か
ら
自

主
避
難
所
を
町
内
３
箇
所
に
開
設

し
た
︒

台
風
な
ど
気
象
状
況
に
よ

る
災
害
は
、
天
気
予
報
で

事
前
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
予
測
で
き
な
い
地
震
や
突
発

的
な
事
件
や
事
故
な
ど
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
備
え
を

さ
れ
て
い
る
の
か
。

︵
町
長
︶

　
町
内
東
部
地
域
に
は
鈴
鹿
西
縁

断
層
帯
が
分
布
し
て
お
り
︑
そ
の

付
近
を
震
源
に
地
震
が
発
生
す
る

と
︑
甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
︒

町
内
の
災
害
リ
ス
ク
に
関
す
る
情

報
は
︑
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
配

布
や
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
︑

防
災
訓
練
︑
防
災
研
修
を
通
じ
日

頃
か
ら
注
意
喚
起
や
啓
発
を
行
い
︑

周
知
を
図
っ
て
い
る
︒

消
防
署
や
、
消
防
団
、
警

察
署
、
土
木
事
務
所
な
ど

関
係
団
体
と
の
連
携
が
大
変
重
要

で
あ
る
。
普
段
か
ら
連
携
で
き
て

い
る
の
か
。

  ︵
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
︶

　
災
害
対
応
に
係
る
関
係
団
体
と

の
連
携
は
︑
日
頃
か
ら
防
災
情
報

の
共
有
や
協
議
︑
各
種
訓
練
や
研

修
等
を
通
じ
連
携
を
深
め
て
い
る
︒

更
に
現
町
長
就
任
後
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
︑
出
水
期
前
に
関
係

機
関
が
一
同
に
会
し
︑
町
内
危
険

個
所
の
安
全
対
策
現
地
視
察
を
実

施
し
顔
の
見
え
る
連
携
を
図
っ
て

い
る
︒

昨
年
６
月
の
議
会
全
員
協

議
会
の
説
明
で
は
、
当
町

の
財
政
状
況
は
こ
こ
数
年
で
著
し

く
悪
化
し
、
県
内
で
一
番
硬
直
し

た
状
態
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

１
年
が
経
過
し
、
そ
の
後
財
政
状

況
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

︵
町
長
︶

　
当
町
の
財
政
状
況
は
︑
大
変
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
︒
自
由

に
使
え
る
余
裕
が
あ
る
か
︑
財
政

構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支

比
率
は
︑
29
年
度
決
算
で
98
・
４

％
と
な
っ
て
い
る
︒
簡
単
に
い
う

と
︑
１
０
０
万
円
の
う
ち
98
万
４

千
円
の
使
い
道
が
決
ま
っ
て
い
て

１
万
６
千
円
が
自
由
に
使
え
る
お

金
で
あ
る
︒
こ
の
た
め
︑
財
政
健

全
化
に
早
急
に
取
り
組
み
総
合
計

画
に
掲
げ
る
重
点
戦
略
ひ
と
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
・
し
ご
と
づ
く

り
を
進
め
行
政
改
革
検
討
委
員
会

を
設
置
し
対
策
を
検
討
し
て
い
る
︒

合
併
後
14
年
目
を
迎
え
て

い
る
が
、
合
併
に
あ
た
っ

て
、
施
設
の
統
廃
合
な
ど
様
々
な

費
用
が
必
要
と
な
る
た
め
、
今
ま

で
財
源
面
で
の
優
遇
措
置
が
あ
っ

た
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
措
置

が
あ
っ
た
の
か
。

︵
総
務
担
当
政
策
監
︶

　
合
併
に
よ
る
国
等
か
ら
の
優
遇

措
置
は
︑
ま
ず
１
つ
目
︑
普
通
交

付
税
に
つ
い
て
は
︑
合
併
後
の
愛

荘
町
１
町
で
算
定
す
る
の
で
な
く
︑

合
併
前
の
旧
２
町
分
と
し
て
別
々

に
算
定
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
合
併

後
の
15
年
間
︑
令
和
２
年
度
ま
で

で
総
額
約
57
億
円
の
優
遇
措
置
を

受
け
る
︒
２
つ
目
︑
合
併
特
例
債

に
お
い
て
は
︑
新
町
ま
ち
づ
く
り

計
画
に
基
づ
く
建
設
事
業
の
財
源

を
確
保
す
る
合
併
特
例
債
で
事
業

費
の
95
％
を
起
債
す
る
こ
と
が
で

き
︑
そ
の
起
債
額
の
70
％
が
交
付

税
措
置
さ
れ
る
︒

合
併
協
議
会
に
お
い
て

役
場
庁
舎
は
、
当
分
の

間
、
分
庁
方
式
と
な
っ
た
が
、
町

財
政
が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
折
、

早
急
に
見
直
し
を
図
る
べ
き
と
思

う
が
。︵

町
長
︶

　
庁
舎
の
統
合
︑
一
本
化
に
つ
い

て
は
大
き
な
メ
ッ
リ
ト
が
あ
る
︒

ま
ず
︑
住
民
の
皆
さ
ん
が
生
活
上
︑

業
務
上
の
手
続
き
が
ワ
ン
ス
ッ
ト

プ
で
済
む
︒
分
庁
方
式
で
は
経
営

資
源
や
人
員
が
分
割
さ
れ
︑
非
効

率
と
な
っ
て
い
て
年
間
億
を
超
え

る
維
持
・
運
営
コ
ス
ト
の
削
減
が

で
き
る
︒
合
併
か
ら
す
で
に
13
年
︑

庁
舎
の
一
本
化
に
よ
っ
て
効
率
的

な
行
政
を
実
現
す
べ
き
等
多
数
の

住
民
の
声
も
あ
り
︑
意
思
決
定
を

で
き
る
立
場
に
あ
る
者
の
責
務
と

し
て
︑
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
︒

問 答答

問問 答

問 答答

答

危
機
管
理
対
応
に
つ
い
て

財政立て直し、公約の実現は

厳しい財政状況と
公共施設の統廃合について
Q

実効性のある行財政改革に取り組むA

厳
し
い
財
政
状
況
と
公
共
施

設
の
統
廃
合
に
つ
い
て
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愛荘さくらを守る会愛荘さくらを守る会

　

愛
荘
さ
く
ら
を
守
る
会
︵
会

長　

須
田
誠
一
︶
は
︑
町
内
の

桜
を
﹁
百
年
か
け
て
一
万
本
﹂

を
合
言
葉
に
３
年
前
に
発
足
︒

現
在
会
員
は
20
人
と
桜
守
２
人

の
22
人
で
︑
町
内
で
桜
を
植
樹

し
た
り
剪
定
す
る
な
ど
保
護
活

動
を
進
め
て
い
る
︒

　

会
の
活
動
は
秋
か
ら
冬
に
か

け
て
行
い
︑
見
事
に
咲
き
誇
る

春
の
満
開
時
に
は
︑
そ
れ
ま
で

の
苦
労
が
ふ
き
飛
ぶ
と
い
う
︒

　

ま
た
︑
会
員
は
︑
２
０
２
１

年
甲
賀
市
で
開
か
れ
る
全
国
植

樹
祭
で
使
わ
れ
る
ク
ヌ
ギ
や
杉
︑

ヒ
ノ
キ
な
ど
の
苗
木
50
本
を

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
で
育
成
︒

　

50
セ
ン
チ
ほ
ど
に
成
長
さ
せ
︑

２
年
後
の
植
樹

祭
に
提
供
す
る

も
の
︒

　

須
田
会
長
は
︑

﹁
植
樹
祭
で
使

う
苗
木
を
育
て

る
機
会
は
貴
重

な
の
で
︑
大
切

に
育
て
た
い
︒﹂

と
話
し
て
い
る
︒

　

実
り
多
き
秋
を
迎
え
ま
し
た
︒

　

新
元
号
が
令
和
に
な
り
半
年
が
過
ぎ
︑

令
和
も
最
初
は
慣
れ
ず
に
違
和
感
も
あ
り

ま
し
た
が
︑
今
で
は
す
っ
か
り
と
馴
染
ん

で
き
ま
し
た
︒

　

振
り
返
り
ま
す
と
︑
昭
和
は
戦
争
の
時

代
︑
平
成
は
災
害
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
︒
こ
の
令
和
の
時
代
は
︑
穏
や
か
な

時
代
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
う
ば
か
り
で

す
︒

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
︑
９
月
議
会
で

の
平
成
30
年
度
の
決
算
を
中
心
に
ま
と
め

ま
し
た
︒
会
議
の
全
て
を
お
伝
え
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
︑
議
会
と
し
て
も
工

夫
し
な
が
ら
︑
伝
え
る
努
力
を
重
ね
て
い

く
所
存
で
す
︒議
会
の
内
容
は
︑イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
も
配
信
し
て
お
り
ま
す
の
で
︑

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

　

日
ご
と
に
寒
く
な
る
今
日
こ
の
頃
で

す
︒
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
︒　
　
　

森
野
　
隆
　
記

　
　
【
発
行
責
任
者
】

　
　
　
　
　
　
議
　
　
長
　
　
竹
中
　
秀
夫

　
　【
広
報
常
任
委
員
会
】

　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
　
森
野
　
　
隆

　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
　
村
西
　
作
雄

　
　
　
　
　
　
委
　
　
員
　
　
澤
田
　
源
宏

　
　
　
　
　
　
委
　
　
員
　
　
村
田
　
　
定

　
　
　
　
　
　
委
　
　
員
　
　
伊
谷
　
正
昭

　
　
　
　
　
　
委
　
　
員
　
　
河
村
　
善
一

サークル
住民活動紹介

守る会へのお問い合わせは
まちづくり協働課

（電話42－7684）まで


	•1ページ（表紙）
	•2愛荘町議会だより_全体
	★2019_02_03
	★2019_04_05
	★2019_06_07_08_09
	★2019_10-11
	★2019_12-13一般質問
	★2019_14-15一般質問
	★2019_16-17一般質問
	★2019_18-19一般質問
	★2019_20-21一般質問
	★2019_22-23一般質問

	•24ページ（サークル・住民活動紹介、編集後記）

